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県
連
総
会
開
か
る 

─
活
動
の
新
し
い
芽
が
出
て
き
た
─

　

五
月
二
十
一
日
、
薔
薇
が
満
開
の
港
の
見
え
る
丘

公
園
内
の
県
立
近
代
文
学
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

神
漢
連
の
第
九
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

顧
問
で
あ
ら
れ
る
石
川
忠
久
先
生
、
窪
寺
啓
先
生
、

浅
岡
清
明
先
生
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
総
勢
八
十
四

名
の
出
席
で
し
た
。

　

岡
崎
満
義
会
長
の
挨
拶
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、	
本
来
の
活
動
も
順
調
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
小
さ

な
活
動
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

	

つ
ま
り
、
新
百
合
ヶ
丘
・
産
経
学
園
で
の
漢
詩
初

心
者
講
座（
講
師
水
城
ま
ゆ
み
副
会
長
）・
藤
沢
市

で
の
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
漢
詩
教
室
（
講
師
古
田
光

子
理
事
）が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

二
、	

初
心
者
入
門
講
座
は
八
期
生
が
三
十
二
名
勉
強

中
で
す
が
、
こ
れ
は
連
盟
の
主
力
活
動
と
し
て
継

続
し
て
ゆ
き
ま
す
。

	

四
期
生
の
詩
游
会
が
観
月
吟
行
会
を
東
北
で
催

し
、
詩
集
を
発
行
し
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
、

各
サ
ー
ク
ル
が
着
実
に
発
展
し
て
い
る
一
つ
の

例
で
す
。

三
、	

新
た
に
発
足
し
た
漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
（
講
師
玉
井
幸

久
理
事
）・
鑑
賞
会
Ｂ
（
講
師
住
田
笛
雄
監
事
）
の

活
動
も
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

	

こ
の
中
で
運
営
委
員
の
瀧
川
智
志
さ
ん
が
「
ス
マ

ホ
・
デ
・
漢
詩
」
と
い
う
新
企
画
を
準
備
中
で
す
。

全
国
の
若
者
向
け
に
漢
詩
を
普
及
さ
せ
る
新
し

い
方
法
と
し
て
期
待
す
る
と
と
も
に
、
県
連
と

し
て
最
大
の
支
援
を
し
て
ゆ
き
た
い
。

四
、	

神
奈
川
新
聞
社
は
漢
詩
へ
の
理
解
が
あ
り
、
昨

年
か
ら
第
一
日
曜
に
漢
詩
欄
を
掲
載
し
て
く
れ

る
と
い
う
昇
格
（
今
ま
で
は
第
五
日
曜
の
み
）
と

な
り
、
岡
崎
会
長
が
執
筆
中
で
す
。

	

三
渓
園
の
吟
行
会
に
は
青
木
幸
恵
文
化
部
長
が

参
加
さ
れ
て
記
事
と
な
り
ま
し
た
。

五
、	

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
の
Ｐ
Ｒ
誌
に
岡
崎
会
長
が

記
事
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
「
漢
詩
の
す
す
め
」
と

し
て
、「
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
」
の
遊
ぶ
漢
詩
の

紹
介
を
し
、
共
に
学
び
遊
ぶ
こ
と
に
関
し
て
漢
詩

は
有
力
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

六
、	

人
事
運
営
体
制（
二
十
六
年
度
）

	

　

理
事　

横
山
真
吾（
新
任
）

	

　
　
　
　

礒
野
衞
孝（
退
任
）

	

　

顧
問　

城
田
六
郎（
執
行
役
理
事
よ
り
）

	

　

執
行
役
理
事

	

　
　
　
　

飯
島
敏
雄
・
川
上
修
己
・
高
津
有
二

	

　
　
　
　

中
島
龍
一
・
三
村
公
二
・
室
橋
幸
子

	

　
　
　
　

吉
岡
昭
夫（
以
上
七
名
新
任
）

	

　

運
営
委
員

	

　
　
　
　

池
上
一
利
・
礒
邉
邦
雄
・
喜
多　

基

	

　
　
　
　

瀧
川
智
志（
以
上
四
名
新
任
）

研
修
会
で
の
岡
崎
会
長
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蔵
書
ご
寄
贈
の
お
願
い
！

　

先
に
会
員
の
大
本
久
さ
ん
か
ら
漢
詩
関
連
の
蔵

書
、
約
二
〇
〇
冊
余
の
ご
寄
贈
を
受
け
（
二
〇
一
二

年
）、
会
員
の
方
々
に
廉
価
で
頒
布
し
た
所
、
非
常

に
好
評
で
、
皆
様
方
か
ら
も
う
一
度
こ
の
よ
う
な

企
画
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
挙
が
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
は
会
員
の
皆
様
方
（
特
に
ベ
テ
ラ
ン
の
会

員
の
皆
様
）
の
お
宅
に
眠
っ
て
い
る
漢
詩
関
連
の

蔵
書
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
左
記
要
領
で

一
般
会
員
の
方
々
に
廉
価
で
お
分
け
し
、
役
立
て

て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
、	

先
ず
ご
寄
贈
頂
く
本
の
リ
ス
ト
だ
け
を
十
月

末
ま
で
に
左
記
宛
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

	

（
書
名
／
著
者
名
／
発
行
所
名
）

	

〒
２
１
５
─

０
０
１
７

	

　

川
崎
市
麻
生
区
王
禅
寺
西
２
─

19
─

３

	

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

０
４
４
─

９
６
５
─

４
９
５
０

	

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ　

m
im
u114@

yahoo.co.jp

	

　
　

三
村	

公
二（
幹
事
）宛

二
、	

寄
贈
蔵
書
の
送
付
先
、
送
付
時
期
等
に
つ
い

て
は
、
リ
ス
ト
を
提
供
い
た
だ
い
た
方
々
に

別
途
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、	

頒
布
は
左
記
要
領
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

	

・	

会
報
１
月
号
に
頒
布
の
詳
細
記
事
掲
載
。

同
時
に
、
寄
贈
頂
い
た
本
の
全
リ
ス
ト
を

会
員
宛
に
送
付
す
る
。

	

・	

３
月
初
に
予
定
の
サ
ー
ク
ル
交
流
会（
バ
ト

ル
甲
子
園
）
会
場
で
そ
の
開
始
前
に
頒
布

す
る
。

	

こ
の
他
は
留
任
と
し
ま
す

	

　

事
務
局
長　

十
月
よ
り
桜
庭
慎
吾
か
ら

	
　
　
　
　
　
　

三
村
公
二
に
交
替
の
予
定

七
、	
懇
親
会

	

場
所
を
ポ
ー
ト
ヒ
ル
ホ
テ
ル
に
移
し
て
、
室
橋

さ
ん
の
司
会
に
よ
り
詩
吟
な
ど
の
余
興
を
交
え

て
会
員
相
互
の
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

	

こ
の
際
、
岡
崎
会
長
か
ら
神
奈
川
清
韻
の
詩
と

文
章
に
対
す
る
個
人
的
自
選
の
特
別
賞
が
五
名

の
参
加
者
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

	

石
川
・
窪
寺
両
先
生
よ
り
即
興
で
賀
詩
を
頂
き

ま
し
た
。

石
川
岳
堂
先
生

初
夏
丘
頭
九
開
會

金
河
様
式
愈
隆
隆

芙
蓉
白
雪
猩
猩
血

能
與
薔
薇
爭
雅
風

窪
寺
貫
道
先
生

蕭
蕭
細
雨
鎻
芲
園

蹇
蹇
何
關
短
杖
煩

含
露
薔
薇
却
姸
麗

無
蜂
蝶
戱
促
吟
魂

神奈川県漢詩連盟会計　25年度決算および26年度予算

収　入 支　出

費　目 25決算 26予算 費　目 25決算 26予算

会員年会費 391,000 340,000 事務費 320,552 277,600

懇親会会費 280,000 250,000 懇親会費 226,000 250,000

研修会参加費 46,000 50,000 各行事費 581,414 626,500

吟行会参加費 152,000 160,000 講師謝礼 80,000 60,000

サークル交流会 311,000 300,000 協賛金等 20,000 20,000

寄付金等 31,040 0 会費等振込料金 27,722 30,000

詩集頒布代 112,500 0 詩集発行費 0 196,000

佩文齋詠物詩選 0 100,000 佩文齋詠物詩選 0 100,000

その他 60,000 0 臨時費・その他 45,600 30,000

合計 1,383,540 1,200,000 合計 1,301,288 1,590,100

年度末（ゆうちょ銀行振替口座）残高　25年度末;524,479円　26年度末（見込）;134,379

■
訃
　
報
　
　
小
舘 

裕
彦
氏
　
ご
逝
去

　

	　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員
、
小
舘
裕
彦
氏

は
、
二
月
二
十
八
日　

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
七
十
八
）。

　

	　

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
連
盟
の
諸
活
動
報
告
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
活
性
化
中

春
の
研
修
会�

城
田 

六
郎

　

平
成
二
十
六
年
度
春
の
研
修
会
は
、
三
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
実
施
し
、
詩
稿
提
出
者
五
十
名
、
出
席
者

四
十
四
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。
特
に
石
川
雅
則
さ
ん

は
何
年
ぶ
り
か
の
出
席
で
、
大
歓
迎
で
す
。
各
サ
ー
ク

ル
に
所
属
し
て
い
な
い
会
員
の
方
は
、
是
非
研
修
会
に

出
席
さ
れ
て
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
こ
と
に
よ
り
、
時
間
的
な

余
裕
が
生
ま
れ
全
員
の
詩
稿
に
つ
い
て
十
分
な
議
論

を
し
、
研
修
の
成
果
を
挙
げ
得
た
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
例
に
よ
っ
て
今
回
も
各
グ
ル
ー
プ
上
位
入

賞
者
の
み
な
ら
ず
、
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
賞
、
無
冠
の
帝

王
賞
等
、
岡
崎
会
長
よ
り
奨
励
の
た
め
の
賞
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
一
位
作
品
と
感
想
は
次
の
通
り
。

Ａ
グ
ル
ー
プ

　
信
州
春
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤 

護

殘
雪
晶
晶
遠
嶽
皚
　
残
雪
晶
々
と
し
て
遠
岳
皚
た
り

淸
流
滾
滾
近
郊
回
　
清
流
滾
々 

近
郊
に
回
る

君
知
此
地
遲
春
景
　
君
知
る
や
此
の
地 

春
景
の
遅
き
を

百
木
一
齊
繚
亂
開
　
百
木
一
斉 

繚
乱
と
開
く

　

こ
の
詩
は
、
Ｊ
Ｒ
茅
野
駅
か
ら
近
い
原
村
あ
た
り
か

ら
八
ヶ
岳
を
見
た
と
き
の
も
の
で
す
。
五
月
上
旬
の
信

州
は
、
桜
、
桃
、
辛
夷
な
ど
が
同
時
に
咲
き
出
し
、
自

分
は
い
つ
も
”信

州
の
春
は
爆
発
だ

“と
言
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
句
を
作
る
と
き
は
、
前
対
格
を
意
識
し
て
作

り
ま
し
た
。
残
雪
と
清
流
、
晶
晶
と
滾
滾
、
遠
と
近
で

す
が
、
最
後
の
下
三
字
が
ど
う
し
て
も
対
句
仕
立
て
に

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

題
の
”信

州
春

“は
、
杜
牧
の
”江

南
春

“
か
ら
取
っ
た

の
で
す
が
、
会
場
で
三
字
で
は
坐
り
が
悪
い
と
の
指
摘

で
、
成
る
程
漢
詩
と
は
そ
ん
な
も
の
か
と
感
心
致
し
ま

し
た
。

Ｂ
グ
ル
ー
プ

　
薰
風
自
南
至
　
　
　
　
　
大
谷 

明
史

巷
衢
紫
燕
宅
邊
飛
　
巷
衢
の
紫
燕
宅
辺
に
飛
び

林
藪
黃
鶯
樹
下
歸
　
林
薮
の
黄
鴬
樹
下
に
帰
る

老
耄
犹
憐
好
風
景
　
老
耄
猶
憐
れ
む
好
風
景

逍
遙
一
刻
對
斜
暉
　
逍
遥
一
刻
斜
暉
に
対
す

　

題
は
白
居
易
の
詩
中
よ
り
採
っ
た
が
、（
出
典
に
関

り
な
く
）「
南
至
」
が
冬
至
を
意
味
す
る
こ
と
に
は
思
い

至
ら
な
か
っ
た
。
承
句
「
樹
下
」
は
「
樹
上
」
が
適
切
と

御
教
示
を
受
け
た
。
席
上
、
転
句
「
憐
」
字
に
御
質
問

を
受
け
た
が
、
此
処
で
は
「
め
で
る
」
の
意
で
用
い
て
い

る
。「
好
風
景
」
は
杜
甫
の
「
正
是
江
南
好
風
景
」
か
ら

藉
り
た
が
、
も
っ
と
具
体
的
な
語
句
が
宜
し
い
と
承
っ

た
。
起
承
句
の
仕
立
て
も
、
場
所
を
示
す
字
句
が
些
か

過
剰
で
、
未
だ
洗
練
を
欠
く
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
。

　

ま
た
各
位
の
作
品
を
興
深
く
拝
聴
し
、
多
々
学
ば

せ
て
戴
き
誠
に
豊
か
な
午
後
で
あ
っ
た
。

Ｃ
グ
ル
ー
プ

　
櫻
山
晩
鐘
　
　
　
　
　
　
秋
吉 

邦
雄

攀
登
險
徑
正
迢
迢
　
険
径
を
攀
登
す
れ
ば
正
に
迢
々

滿
目
紅
雲
不
可
描
　
満
目
の
紅
雲 

描
く
可
か
ら
ず

幽
賞
忘
歸
蒼
靄
裏
　
幽
賞 

帰
る
を
忘
る
蒼
靄
の
裏

晩
鍾
殷
殷
吿
春
宵
　
晩
鐘 

殷
々 

春
宵
を
告
ぐ

　

桜
の
季
節
に
な
る
と
、
そ
の
昔
吉
野
山
で
桜
狩
を
し

た
こ
と
を
思
い
出
す
。
急
坂
を
登
り
き
っ
て
見
渡
し
た

一
目
千
本
の
桜
の
壮
観
は
今
な
お
忘
れ
ら
れ
な
い
。
終

日
花
を
眺
め
、
入
相
の
鐘
の
音
に
驚
い
て
帰
途
に
就
い

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
ん
な
日
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が

ら
作
詩
し
た
。

　

思
い
が
け
ず
高
得
票
を
頂
く
こ
と
と
な
っ
た
。
と
は

い
え
、
諸
先
生
や
詩
友
か
ら
「
痛
い
」
が
「
貴
重
」
な
ご

意
見
を
頂
い
た
。

　

漢
詩
作
り
は
難
し
い
が
奥
が
深
い
。
わ
が
残
年
を
考

え
る
と
、
こ
の
先
ど
こ
ま
で
辿
れ
る
や
ら
…
な
ど
と
思

う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
岡
崎
会
長
が
先
ご
ろ
書
か

れ
た
「
漢
詩
の
す
す
め
」
の
記
事
を
拝
読
し
活
を
入
れ

ら
れ
た
。
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曰
く
「
高
齢
者
は
孤
立
し
や
す
い
。
こ
の
先
は
『
独
り

学
び
・
独
り
遊
び
』
か
ら
『
共
学
び
・
共
遊
び
』
の
場
に

飛
び
込
ん
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
漢
詩
人
と
し
て
詩
的
な
ホ

モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
（
遊
ぶ
人
）
へ
と
自
分
を
変
身
さ
せ

る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
。
何
歳
に
な
っ
て
も
、
こ
の
気

概
を
も
っ
て
研
鑽
を
続
け
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

梁
塵
秘
抄
も
曾
て
歌
っ
た
、「
遊
び
を
せ
む
と
や
生
ま

れ
け
り
〜
」
と
。

東
京
・
神
奈
川
漢
詩
連
盟
交
流
吟
行
会

横
浜
三
渓
園
を
散
策�
高
津　

有
二

　

東
京
・
神
奈

川
両
漢
詩
連
盟

の
第
二
回
交
流

会
は
、
二
月
二

十
二
日
、
横
浜

三
渓
園
で
吟
行

会
を
兼
ね
て
開

催
さ
れ
た
。
当

日
は
、
石
川
岳

堂
先
生
ご
夫
妻
、

東
京
都
漢
詩
連

盟
窪
寺
会
長
を

は
じ
め
、
東
京
か
ら
十
一
名
、
神
奈
川
か
ら
十
九
名
に

加
え
て
今
回
は
神
奈
川
新
聞
青
木
文
芸
部
長
の
特
別

参
加
で
総
勢
三
十
一
名
が
参
加
し
た
。

　

三
渓
園
で
は
、
原
三
渓
と
そ
の
創
設
に
よ
る
三
渓

園
の
顕
彰
に
長
年
情
熱
を
傾
け
て
来
ら
れ
た
、
元
三

渓
園
副
園
長
の
川
幡
留
司
氏
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
日

陰
に
雪
の
残
り
、
随
所
に
紅
白
の
梅
の
綻
ぶ
庭
園
と
普

段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
建
物
の
内
部
ま
で
懇
切
丁

寧
に
案
内
し
て
頂
い
た
。

　

参
加
者
一
同
、
往
時
を
偲
ぶ
貴
重
な
遺
品
の
数
々

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
至
福
の
時
間
を
共
有
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

　

そ
の
後
、
三
渓
園
に
隣
接
す
る
隣
花
苑
で
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
た
。
石
川
先
生
の
「
神
奈
川
・
横
浜
の
漢

詩
、
原
三
渓
の
漢
詩
」
の
講
話
の
後
、
恒
例
の
全
員
の
柏

梁
体
の
披
露
が
あ
り
、
石
川
先
生
の
講
評
で
は
何
時

も
の
悲
喜
交
々
、
和
氣
藹
藹
の
和
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
、
有
意
義
な
交
流
会
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
石
川
、
窪
寺
両
先
生
の
即
興
の
詩
の
ご
披
露

が
あ
っ
た
。

　
三
溪
園
游
覽
偶
成 

岳
堂
　
石
川 

忠
久
　

塵
外
尋
名
勝

雪
餘
欣
好
天

賞
梅
入
庵
裡

仰
塔
立
池
邊

蒐
得
騷
人
粹

推
量
舊
主
賢

迎
客
老
園
宰

娓
娓
語
當
年

　
游
三
溪
園 

貫
道
　
窪
寺 

啓
　
　

春
風
尙
冷
度
名
園

拾
句
求
詩
步
雪
痕

池
水
敗
荷
莖
櫛
比

說
來
東
衜
雅
人
軒

　
柏
梁
体名

園
交
歡
武
相
民 

吉
岡
　
昭
夫

風
光
十
里
及
芳
辰 

三
上
　
光
敏

雪
後
溪
園
橫
濱
津 

川
上
　
修
己

雅
苑
和
人
料
峭
晨 

秋
吉
　
邦
雄

日
暄
梅
芲
笑
迎
賓 

石
川
　
晏
子

梅
芲
園
裡
塵
外
身 

吉
池
　
啓
子

探
梅
一
路
野
游
人 

上
田
　
尤
子

早
春
庭
園
梅
淸
純 

宇
津
井
　
寛

早
梅
名
苑
興
話
巡 

古
田
　
光
子

紅
梅
樹
下
鷺
盟
親 

菅
井
　
和
子

春
光
白
雪
紅
梅
脣 

瀧
川
　
智
志

早
梅
枝
上
淺
淺
春 

二
戸
　
邦
子

白
梅
白
雲
游
同
倫 

住
田
　
笛
雄

寒
梅
光
映
臥
龒
鱗 

岡
崎
　
満
義

古
邸
巡
室
想
人
輪 

青
木
　
幸
恵

三
溪
園
裡
詩
景
新 

淺
岡
　
青
洲

水
禽
浮
處
波
飜
銀 

水
城
ま
ゆ
み

促
詩
幽
徑
郁
香
臻 

窪
寺
　
貫
道

聽
蓮
開
芲
是
正
珍 

中
島
　
龍
一

懇
說
老
翁
垂
八
旬 

桜
庭
　
慎
吾

懇
篤
說
歴
朙
經
綸 

住
田
　
久
子

豪
邸
不
羨
甘
淸
貧 

高
津
　
有
二

割
財
尙
文
興
國
眞 

河
野
　
光
世

三
溪
遺
得
蚕
糸
巾 

更
田
　
金
蔵

瀟
洒
葺
屋
好
蔬
陳 

横
溝
喜
久
男

淸
游
佳
苑
雅
化
淳 

池
上
　
一
利

江
都
濵
盟
奎
運
伸 

室
橋
　
幸
子

敲
句
鷗
盟
詩
有
神 

山
田
　
　
治

園
亭
詩
友
接
如
醇 

飯
島
　
敏
雄

共
樂
詩
筵
名
園
鄰 

石
川
　
忠
久
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第
４
回
サ
ー
ク
ル
交
流
会

会
場
に
熱
気
が
溢
れ
、

バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
盛
会
裏
に
終
了
！

　

�

三
村 

公
二

　

第
四
回
サ
ー
ク
ル
交
流
会
は
三
月
七
日
、
昨
年
に

引
き
続
い
て
「
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
」
を
開
催
し
た
。
昨

年
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
総
じ
て
好
評
で
あ
っ
た

も
の
の
、
問
題
点
も
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
、
実
行
委
員

会
で
こ
れ
を
ク
リ
ア
す
べ
く
検
討
を
重
ね
て
本
年
の
開

催
に
も
っ
て
い
っ
た
。

　

各
サ
ー
ク
ル
で
は
代
表
詩
稿
の
選
考
に
十
分
な
議

論
を
重
ね
、
代
表
バ
ト
ラ
ー
は
他
サ
ー
ク
ル
の
作
品
の

事
前
勉
強
も
怠
り
な
く
バ
ト
ル
に
臨
ん
だ
た
め
、
バ
ト

ル
に
熱
気
が
溢
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
の
八
〇
分
間
で

あ
っ
た
。
今
年
度
の
「
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
」
の
概
要

と
特
徴
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

★	

今
年
は
七
期
生
を
新
た
に
加
え
て
八
グ
ル
ー
プ
と

な
り
、
一
つ
の
詩
稿
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
る

た
め
、
各
サ
ー
ク
ル
一
首
（
昨
年
は
二
首
）
と
し
て

対
象
詩
稿
数
を
絞
り
こ
ん
だ
。
今
回
も
窪
寺
先
生

に
対
象
作
品
に
つ
い
て
懇
切
な
る
批
正
、
添
削
、
講

評
の
ご
指
導
を
頂
い
た
。
本
年
の
優
秀
作
品
は
次

の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

最
優
秀
作
品　

以
文
会　
　

秋
吉	

邦
雄

　
　
　
　

詩
題
「
白
菊
」

　

優
秀
作
品　
　

三
水
会　
　

大
森	

正
泰

　
　
　
　

詩
題
「
陽
春
野
色
」

　

優
秀
作
品　
　

七
歩
会　
　

山
岡	

健
郎

　
　
　
　

詩
題　

「
訪
阿
藤
伯
海
記
念
館
」

★	

バ
ト
ル
会
場
も
神
奈
川
近
代
文
学
館
大
ホ
ー
ル
に

変
更
し
て
、
ス
ク
リ
ー
ン
も
大
き
く
、
文
字
も
大
き

く
見
や
す
い
も
の
に
工
夫
し
て
会
場
か
ら
の
バ
ト

ル
参
加
を
し
や
す
い
も
の
に
し
た
。

★	

昨
年
の
詩
吟
に
加
え
て
、
本
年
は
揮
毫
作
品
の
展

示
も
行
っ
た
。
自
詠
自
吟
、
自
詠
自
書
が
究
極
の
目

標
で
あ
る
が
、
三
名
の
方
の
自
詠
自
書
の
作
品
が

展
示
さ
れ
た
。
吟
詠
は
最
優
秀
作
品
の
み
バ
ト
ル

会
場
で
行
い
、
他
は
懇
親
会
場
で
実
施
し
た
。
ま
た
、

揮
毫
作
品
は
全
て
懇
親
会
場
に
展
示
し
た
。
八

サ
ー
ク
ル
の
代
表
作
品
に
加
え
て
、
石
川
先
生
、
窪

寺
先
生
、
岡
崎
会
長
、
櫻
庭
事
務
局
長
、
住
田
監
事

に
も
特
別
出
展
を
頂
い
た
。

★	
今
年
度
の
バ
ト
ラ
ー
は
次
の
各
氏
で
あ
っ
た
。

　
　

金
星
会　

佐
々
木
正
人

　
　

三
水
会　

岡
崎　

勝
郎

　
　

好
文
会　

菅
野　

省
三

　
　

詩
游
会　

池
上　

一
利

　
　

五
友
会　

小
林　

幹
雄

　
　

以
文
会　

杉
森
千
枝
美

　
　

七
歩
会　

北
村　

友
雄

　
　

岳
精
会
漢
詩
研
究
会　

前
島　

彩
江

★	

懇
親
会
で
は
詩
吟
を
は
じ
め
、
楽
し
い
ス
ピ
ー
チ

も
飛
び
出
し
、
サ
ー
ク
ル
間
の
交
流
を
尚
一
層
深

め
る
こ
と
が
出
来
た
。
窪
寺
先
生
か
ら
懇
親
会
場

で
次
の
即
興
詩
を
頂
い
た
。

　
神
奈
川
縣
漢
詩
連
盟
第
二
回
詩
合
後
懇
親
會

　
席
上
卽
詠
　
　
　
　
　
　
　
窪
寺 

貫
道

　
　
金
港
丘
頭
春
氣
淸

　
　
碧
波
俯
瞰
巨
船
橫

　
　
鷗
盟
探
韻
年
長
短

　
　
佳
宴
忘
來
巧
拙
爭

全
日
本
漢
詩
連
盟
平
成
二
十
六
年
四
月

扶
桑
風
韻

　
入
賞
者
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秀
作

　
東
郊
游
步
　
　
　
　
　
　
川
上 

修
己

春
林
綠
動
萬
枝
鮮
　
春
林
緑
動
し
　
万
枝
鮮
や
か
な
り

雨
霽
光
風
度
陌
阡
　
雨
霽
れ
　
光
風
陌
阡
を
度
る

三
尺
龒
孫
昨
三
寸
　
三
尺
の
龍
孫
　
昨
は
三
寸

槍
鋒
暢
逹
刺
蒼
天
　
槍
鋒
暢
達
し
蒼
天
を
刺
す

　
垩
誕
節
歬
夜
旗
店
　
　
　
中
島 

龍
一

待
君
窓
下
獨
傾
杯
　
君
を
待
つ
窓
下
　
独
り
杯
を
傾
く

坐
久
時
疑
或
不
來
　
坐
し
て
久
し
　
時
に
疑
う
　
或
は
来
ら
ず
か

細
雨
絲
絲
天
欲
雪
　
細
雨
　
糸
々
と
し
て
天
　
雪
ふ
ら
ん
と
欲
す

徒
聞
街
巷
垩
歌
回
　
徒
ら
に
聞
く
街
巷
に
聖
歌
回
る
を

　
雨
天
懷
想
魏
崙
　
　
　
　
大
谷 

明
史

寂
寂
陰
霖
愁
叵
排
　
寂
々
た
る
陰
霖
に
　
愁
排
し
叵が

た

く

紫
髯
騷
客
獨
傷
懷
　
紫
髯
の
騒
客
　
独
り
傷
懐

胸
中
涕
泗
似
秋
雨
　
胸
中
の
涕
泗
　
秋
雨
の
似
し

眼
下
蕭
条
巴
里
街
　
眼
下
䔥
条
た
り
　
巴
里
の
街

恒例
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佳
作

　
過
城
島
憶
白
秋
　
　
　
　
水
城 

ま
ゆ
み

魚
莊
蟹
舎
雨
霏
霏
　
魚
荘
蟹
舎
　
雨
霏
々
た
り

漂
泊
騷
人
沾
客
衣
　
漂
泊
の
騒
人
　
客
衣
を
沾
す

不
遇
飜
催
賦
詩
巧
　
不
遇
翻
っ
て
催
す
　
賦
詩
の
巧
な
る
を

櫂
歌
起
處
夕
陽
微
　
櫂
歌
起
こ
る
処
　
夕
陽
微
か
な
り

　
蜀
山
早
行
　
　
　
　
　
　
小
嶋 

明
紀
子

五
更
征
鐸
遠
峰
微
　
五
更
の
征
鐸
　
遠
峰
微
か
な
り

細
雨
蕭
蕭
逼
客
衣
　
細
雨
䔥
々
と
し
て
客
衣
に
逼
る

石
磴
冷
泉
時
一
啜
　
石
磴
　
冷
泉
　
時
に
一
啜
す

蜀
山
破
寺
數
僧
歸
　
蜀
山
の
破
寺
　
数
僧
帰
る

　
梅
雨
閉
關
　
　
　
　
　
　
本
宮 

陽
子

梅
天
未
霽
漏
聲
微
　
梅
天
未
だ
霽
れ
ず
漏
声
微
な
り

寂
寂
茅
庵
人
到
稀
　
寂
々
た
る
茅
庵
人
の
到
る
こ
と
稀
な
り

獨
坐
窓
歬
閑
啜
茗
　
窓
前
に
独
坐
し
閑
か
に
茗
を
啜
る

如
煙
三
徑
綠
陰
圍
　
煙
る
が
如
き
三
径
　
緑
陰
囲
む

入
選

　
豪
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
城
田 

六
郎

恰
似
漏
天
京
洛
濛
　
恰
も
漏
天
に
似
て
京
洛
濛
く

百
年
無
有
老
人
忡
　
百
年
に
有
る
こ
と
無
し
と
老
人
忡
う

一
朝
桂
水
川
塗
亂
　
一
朝
桂
水
川
塗
乱
れ

渡
⺼
橋
邊
黃
濁
中
　
渡
月
橋
辺
　
黄
濁
の
中

　
秋
日
偶
成
　
　
　
　
　
　
久
川 

憲
四
郎

雨
洗
炎
威
涼
意
盈
　
雨
は
炎
威
を
洗
い
涼
意
盈
つ

籬
邊
喞
喞
聽
蛩
聲
　
籬
辺
喞
々
と
し
て
蛩
声
を
聴
く

園
亭
獨
坐
黃
昏
裏
　
園
亭
独
坐
す
黄
昏
の
裏

一
片
秋
懷
詩
未
成
　
一
片
の
秋
懐
　
詩
未
だ
成
ら
ず

神
漢
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

現
状
と
将
来�

川
上 

修
己

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ

れ
て
二
年
余
り
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
四
〇
〇
〇

件
を
超
え
る
閲
覧
が
あ
り
、
県
内
の
み
な
ら
ず
全
国

の
多
く
の
方
々
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
Ｈ
Ｐ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）の
新
鮮
さ
を
保
つ
た
め
に

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
ず
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
毎
月
玉
井
理
事

の
漢
詩
鑑
賞
の
詩
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
詩

に
相
応
し
い
素
晴
ら
し
い
水
墨
画
を
田
原
副
会
長
に

描
い
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
更
に
こ
の
詩
を
室
橋
幸

子
さ
ん
の
中
国
語
朗
読
で
動
画
と
共
に
ピ
ン
イ
ン
（
中

国
語
の
発
音
記
号
）
付
き
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
神
漢
連
の
最
新
情
報
を
ト
ピ
ッ
ク
ス
欄
に
そ
の

都
度
動
画
、
静
止
画
な
ど
を
含
め
て
発
信
し
て
い
ま

す
。「
会
員
の
作
品
」、「
エ
ッ
セ
イ
漢
詩
と
私
」
の
ペ
ー

ジ
も
随
時
更
新
し
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
が
陳
腐
に
陥
ら
な

い
よ
う
な
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
。
過
去
の
情
報
も

削
除
す
る
こ
と
な
く
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
広
報
紙
「
漢
詩
神
奈
川
」
も
第
一
号

か
ら
最
新
号
ま
で
Ｈ
Ｐ
内
に
載
せ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
会
員
の
方
か
ら
「
会
員
の

方
々
の
声
」
と
か
「
漢
詩
に
ま
つ
わ
る
身
近
な
情
報
・
話

題
」
な
ど
を
寄
せ
て
頂
き
、
漢
詩
が
日
常
生
活
に
マ
ッ

チ
で
き
る
よ
う
な
Ｈ
Ｐ
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
偏
に
会
員
の
皆
様
か
ら
の
情
報
が
必
要
か

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。
会
員
の
皆
様
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
担
当
、
三
上
、
飯
島
、
川
上
よ
り

　

尚
、
漢
詩
鑑
賞
Ａ
の
Ｈ
Ｐ
も
瀧
川
運
営
委
員
の
ご
努

力
に
よ
り
開
設
さ
れ
て
お
り
、
神
漢
連
の
Ｈ
Ｐ
よ
り

リ
ン
ク
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石
川
忠
久
先
生
の
詩
碑
建
立
さ
る

�

中
島 

龍
一

　

真
鶴
半
島
お
林
展
望
公
園
に
三
月
三
十
日
、
石
川

忠
久
先
生
の
詩
碑
が
完
成
し
除
幕
式
と
そ
れ
に
続
く

入
魂
式
が
行
わ
れ
た
。
全
日
本
漢
詩
連
盟
の
創
立
十

周
年
事
業
の
一
環
で
詩
碑
建
立
発
起
人
会
（
窪
寺
啓
代

表
）
に
よ
り
営
ま
れ
、
真
鶴
町
か
ら
牧
岡
教
育
長
他
関

係
者
二
十
数
名
が
出
席
し
て
完
成
を
祝
っ
た
。

　

詩
は
真
鶴
岬
か
ら
の
景
観
を
七
言
律
詩
に
し
た
も

の
で
先
生
の
自
筆
。
横
に
小
さ
な
字
で
読
み
下
し
文

が
付
さ
れ
、
重
量
約
六
ト
ン
の
小
松
石
で
あ
る
。

　

次
回
の
吟
行
会
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。

　
眞
鶴
海
岸
書
懷

背
指
靈
峯
向
海
潯
　
霊
峰
を
背
指
し
て 

海
潯
に
向
か
え
ば

洪
波
縹
渺
舞
游
禽
　
洪
波
縹
渺
と
し
て 

游
禽
舞
う

一
條
航
跡
靑
螺
泛
　
一
条
の
航
跡 

青
螺
泛
び

萬
里
雲
間
白
日
沈
　
万
里
の
雲
間 

白
日
沈
む

曠
士
高
懷
空
眼
界
　
曠
士
の
高
懐
眼
界
空
し

騷
人
雅
興
滿
胸
襟
　
騒
人
の
雅
興 

胸
襟
に
満
つ

巖
頭
佇
立
馳
遙
思
　
巌
頭
佇
立
し
て
遥
思
を
馳
す
れ
ば

何
羨
棲
遲
丘
壑
心
　
何
ぞ
羨
ま
ん
棲
遅 

丘
壑
の
心
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二
十
六
年
度
吟
行
会
の
案
内

　

今
年
度
の
吟
行
会
は
十
月
三
十
日
（
木
）
、
右
記
の

石
川
先
生
の
新
詩
碑
前
に
て
、
東
京
都
連
と
合
同
で

開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
同
封
の
案
内
を
御
覧
の
上
、

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
申
込
は
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
九
月

三
十
日（
火
）ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

神
奈
川
清
韻
第
二
集
の

刊
行
を
終
え
て�
城
田 
六
郎

　

刊
行
が
予
定
よ
り
若
干
遅
れ
ま
し
た
が
、
編
集
の

大
役
を
何
と
か
果
た
す
こ
と
が
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
一
冊
の
本
を
世
に
送
り
出
す
に

つ
け
て
は
、
い
か
に
多
く
の
人
の
協
力
が
必
要
で
あ
る

か
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

　

第
一
集
の
八
十
八
首
に
対
し
第
二
集
の
百
三
首
は

単
純
に
差
引
し
て
十
五
首
の
増
加
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、

出
稿
者
の
顔
ぶ
れ
に
は
か
な
り
の
変
化
が
み
ら
れ
ま

す
。
第
一
集
の
出
稿
者
の
う
ち
第
二
集
に
も
出
稿
さ

れ
た
方
は
六
十
三
名
、
残
り
の
四
十
名
は
新
顔
で
す
。

つ
ま
り
神
漢
連
の
会
員
層
が
厚
く
な
っ
て
い
る
証
左
で

あ
り
、
今
後
の
活
動
の
原
動
力
に
な
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
し
絵
は
田
原
副
会
長
が
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、

野
菜
の
柔
ら
か
さ
と
愛
ら
し
い
絵
が
漢
詩
を
引
き
立

て
て
く
れ
ま
し
た
。

初
心
者
講
座

八
期
生
ま
も
な
く
誕
生�

中
島 

龍
一

　

四
月
よ
り
開
講
し
た
初
心
者
の
漢
詩
入
門
講
座
は

順
調
に
進
行
中
で
す
。
生
徒
数
は
三
四
名
と
多
数
で

教
室
が
つ
ね
に
満
員
の
状
況
で
し
た
。
一
人
の
脱
落

者
も
な
く
、
六
回
目
の
講
習
会
で
卒
業
発
表
会
も
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
今
は
七
月
末
の
八
期
生

の
会
の
発
足
を
準
備
中
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
生
徒
の
自
主
的
な
打
合
せ
に
よ
り
世
話

人
が
決
ま
り
、
八
期
生
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
年
内
に
発

足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
い
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

「
ス
マ
ホ
・
デ
・
漢
詩
」�

瀧
川 

智
志

　

漢
詩
は
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
そ
う

で
す
。
漢
詩
愛
好
者
の
一
人
と
し
て
大
変
残
念
で
す
。

し
か
し
、
漢
詩
に
は
漢
詩
の
面
白
さ
が
あ
り
、
こ
の
面

白
さ
を
将
来
の
あ
る
若
者
に
適
切
に
伝
達
で
き
れ
ば
絶

滅
危
惧
種
か
ら
脱
出
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
聞
に
「
最
近
の
大
学
生
の
40
％
は
本
を
読
ま
な

い
。
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
終
日
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
覗
い
て
メ
ー
ル
と
ゲ
ー
ム
に
夢
中
と
の
こ

と
で
す
。
今
や
、
各
種
情
報
は
ス
マ
ホ
を
外
し
て
は
若

者
に
届
か
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
漢
詩
に
関
す
る
情
報
は
紙
が
主
体
に
な
っ
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
若
干
の
情
報
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
情
報
も
ス
マ
ホ
で
見
る
と
画
面
が
小
さ
く
見
難
く

快
適
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
現
状
で
は
若
者
に
漢
詩
情

報
は
届
い
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
や
は
り
ス
マ
ホ
に

は
ス
マ
ホ
に
適
し
た
表
現
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
コ
ン

テ
ン
ツ
も
若
者
の
感
性
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
古
典
的
名
作
に
加
え
、
現
代
の
世
相

に
合
っ
た
作
品
や
作
詩
法
の
紹
介
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

漢
詩
は
、
韻
、
平
仄
が
あ
る
た
め
ゲ
ー
ム
的
で
す
。

こ
の
面
を
活
か
し
て
漢
詩
情
報
を
提
供
す
る
の
も
一

策
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
古
く
は
ラ
テ
ン
語
の
詩
に

自
動
作
詩
機
が
存
在
し
ま
し
た
。
俳
句
ゲ
ー
ム
も
既
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
で
手
軽
に

で
き
る
漢
詩
ゲ
ー
ム
、
例
え
ば
、
一
詩
の
中
の
二
語
、

あ
る
い
は
三
語
の
詩
語
を
空
白
に
し
、
用
意
さ
れ
た
詩

語
の
中
か
ら
正
解
三
択
で
選
ぶ
な
ど
い
か
が
で
し
ょ

う
。
全
唐
詩
、
佩
文
韻
府
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
す
る

本
格
的
漢
詩
自
動
生
成
シ
ス
テ
ム
が
実
現
す
れ
ば
、

ゲ
ー
ム
の
域
を
超
え
て
、
作
詩
初
心
者
に
対
抗
で
き
る

作
品
も
楽
し
み
な
が
ら
出
来
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
ス
マ
ホ
で
漢
詩
情
報
に
接
し
た
現
代
の
多
忙

な
若
者
の
反
応
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
一
瞥
で
通
り

過
ぎ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
若
者
向
け
「
ス
マ
ホ
・
デ
・

漢
詩
」
は
あ
た
か
も
大
海
に
餌
を
撒
く
よ
う
な
行
為
で

す
。
即
効
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
そ
の
一
瞥
が
心

の
深
層
に
残
り
、
遠
い
将
来
、
漢
詩
の
世
界
に
入
る

き
っ
か
け
と
な
り
漢
詩
繁
栄
に
役
立
っ
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
大
き
な
難
題
に
時
間
を
か
け
て
皆
で
取
り
組
ん

で
ゆ
き
、
漢
詩
の
復
興
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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今
日
お
話
し
す
る
の
は
、
ま
ず
皆
さ
ん
よ
く
ご
存

じ
の
漱
石
、
子
規
。
こ
の
二
人
は
生
ま
れ
が
同
じ
年
。

慶
応
三
年
生
ま
れ
。
そ
の
子
規
、
漱
石
が
頭
で
、
そ
の

次
に
明
治
十
二
年
生
ま
れ
の
永
井
荷
風
、
で
す
か
ら

十
歳
ち
ょ
っ
と
違
う
。
さ
ら
に
明
治
二
十
五
年
生
ま

れ
の
芥
川
龍
之
介
、
漱
石
先
生
の
弟
子
で
す
が
、
漱
石

先
生
か
ら
見
る
と
ち
ょ
う
ど
二
十
五
歳
違
う
。
そ
し

て
最
後
は
一
番
若
い
中
島
敦
、
こ
れ
が
明
治
四
十
二
年
、

つ
ま
り
二
十
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
一
九
〇
九
年
生
ま

れ
。
一
八
六
七
年
、
つ
ま
り
慶
応
三
年
に
生
ま
れ
た
こ

の
二
人
、
子
規
と
漱
石
、
そ
し
て
明
治
十
二
年
と
い
う

と
一
八
七
九
年
に
生
ま
れ
た
荷
風
、
そ
れ
か
ら
二
十

五
歳
若
い
芥
川
、
中
島
敦
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
並
ん

で
い
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
人
物
の
生
ま
れ

年
を
頭
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
具
合
が
悪
い
。

ち
ょ
う
ど
明
治
が
四
十
五
年
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
と
い
う
こ
の
十
年
間
、
明

治
三
十
年
代
と
い
う
時
代
に
ぐ
っ
と
国
力
が
上
が
っ
た

ん
で
す
ね
。
そ
し
て
国
民
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
た
わ

け
で
す
。
こ
こ
で
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

つ
ま
り
そ
こ
ま
で
は
江
戸
以
来
の
漢
詩
が
ず
っ
と
流
れ

て
き
て
、
そ
し
て
む
し
ろ
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
盛
ん

に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
な
ぜ
盛
ん
に
な
っ
た
か
と
い
う

と
、
一
つ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
そ
う
い
う

媒
体
が
整
備
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。
新
聞
が
で
き
た
。
新

聞
に
よ
っ
て
全
国
的
に
情
報
が
発
信
で
き
る
。
そ
し

て
新
聞
に
は
漢
詩
欄
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
漢
詩
欄

が
非
常
に
重
要
な
人
気
の
番
組
と
い
う
か
。
そ
れ
で

雲
の
よ
う
に
漢
詩
人
口
が
ふ
え
て
、
う
ま
い
人
も
ふ

え
て
き
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
江
戸
時
代
で
漢
詩

が
終
わ
り
だ
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
な
ん
で
す
。
江

戸
時
代
の
流
れ
は
、
む
し
ろ
明
治
に
な
っ
て
盛
ん
に

な
っ
た
。
そ
の
ピ
ー
ク
が
日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争

の
十
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
近
、
こ
れ
は
岡
崎
さ
ん
が
編
集
さ
れ
た
全
日
本

漢
詩
連
盟
会
報
の
一
番
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
、
い
わ

ゆ
る
最
近
の
日
本
の
イ
ン
テ
リ
の
代
表
の
よ
う
な
人
が

三
人
で
座
談
し
て
い
る
記
事
を
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
紹
介

し
た
い
。
皆
さ
ん
、
お
読
み
に
な
っ
た
か
な
。
あ
の
中
で
、

あ
る
女
性
が
漢
詩
は
も
う
終
わ
っ
た
と
、
明
治
以
後
、

漢
詩
は
終
わ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
忘
れ
去
ら
れ
た
と
、

こ
う
言
っ
て
い
る
が
、
認
識
不
足
も
甚
だ
し
い
と
思
う

ね
。
そ
れ
か
ら
ぐ
っ
と
変
わ
り
ま
し
た
よ
。
し
か
し
、
こ

う
い
う
流
れ
が
ず
っ
と
あ
っ
て
、
そ
し
て
今
日
に
及
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
知
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
今
こ
こ
で
私
も
拝
聴
し
て
い
ま
し
た
け

ど
、
こ
の
神
奈
川
の
動
き
を
見
た
ら
終
わ
っ
た
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
話
だ
。
こ
れ
か
ら
起
こ
る
と
思
っ
て
い

る
。
是
非
そ
の
人
を
こ
こ
に
呼
ん
で
（
笑
）。
し
か
し
、

そ
う
思
わ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
も

多
少
あ
る
の
で
、
我
々
は
、
ぜ
ひ
こ
の
勢
い
を
ど
ん
ど

ん
盛
ん
に
し
て
あ
っ
と
言
わ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
な
。

今
日
は
何
気
な
く
こ
の
題
を
選
び
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
い
い
題
を
選
ん
だ
な
と
自
分
で
も
思
っ
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
盲
点
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

あ
ま
り
考
え
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
あ
た
り

を
よ
く
考
え
て
お
か
な
い
と
今
日
の
流
れ
が
わ
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
話
し
た
い
こ
と
は

山
ほ
ど
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
日
は
こ
の
五
人
を

材
料
に
し
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏
目
漱
石
は
ち
ょ
う
ど
明
治
が
始
ま
る
直
前
、
慶

応
三
年
に
生
ま
れ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
明
治
に
な
っ
て

新
し
い
学
校
制
度
が
で
き
た
、
そ
の
学
校
制
度
に
の
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。
明
治
五
年
か
ら
小
学
校
が
で
き
ま

す
か
ら
ね
。
そ
し
て
小
学
校
が
で
き
て
中
学
が
で
き
て
、

高
等
学
校
が
で
き
た
の
は
ち
ょ
っ
と
後
で
す
け
ど
、
大

学
が
明
治
十
年
に
で
き
た
で
し
ょ
う
。
明
治
十
年
に
大

学
が
で
き
た
と
き
に
は
漱
石
は
ま
だ
十
歳
ぐ
ら
い
で

す
。
明
治
の
前
に
は
文
久
と
い
う
年
号
が
あ
る
ん
で
す

が
、
文
久
生
ま
れ
の
人
と
、
そ
し
て
今
言
っ
た
慶
応
生

ま
れ
の
人
と
は
そ
れ
ほ
ど
年
が
違
わ
な
い
。
年
は
違
わ

な
い
ん
だ
け
ど
、
が
く
っ
と
違
う
。
文
久
の
人
達
は
明

治
に
な
っ
て
の
学
校
制
度
の
整
備
期
に
遭
遇
し
た
人

達
で
す
。
整
備
期
に
遭
遇
し
た
か
ら
も
の
す
ご
い
飛
び

級
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
森
鴎
外
が
そ
う
で
し
ょ
う
。

森
鴎
外
は
十
八
歳
だ
か
十
九
歳
で
東
大
の
医
学
部
を

出
て
い
る
ん
で
す
。
そ
し
て
嘉
納
治
五
郎
も
そ
う
で
す
。

嘉
納
治
五
郎
は
文
久
三
年
生
ま
れ
だ
と
思
っ
た
ら
、
こ

れ
も
と
に
か
く
明
治
十
五
〜
十
六
年
の
と
き
に
、
ま
だ

二
十
に
な
ら
な
い
で
東
大
を
出
て
い
ま
す
。
横
山
大
観

と
か
あ
あ
い
う
人
た
ち
の
師
匠
だ
っ
た
人
、
岡
倉
天
心

も
そ
う
で
す
よ
。
あ
れ
も
文
久
生
ま
れ
で
す
。
そ
れ
で

【
平
成
26
年
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
総
会
講
演
】
講
演
録

　  

近
代
文
人
の
漢
詩 

　
石
川 

忠
久
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十
七
歳
か
十
八
歳
で
も
っ
て
大
学
を
出
て
い
る
。

非
常
に
お
も
し
ろ
い
の
は
、
幾
ら
も
違
わ
な
い
ん
だ

け
ど
も
、
そ
こ
に
大
き
な
差
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
漱
石

ぐ
ら
い
か
ら
は
明
治
の
完
備
し
た
、
だ
ん
だ
ん
と
完
備

し
て
い
く
学
校
制
度
に
よ
っ
て
明
治
二
十
六
年
に
大

学
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
満
で
二
十
六
歳

に
な
っ
て
い
る
わ
け
。
我
々
よ
り
も
遅
い
な
。
今
だ
っ

た
ら
二
十
二
歳
で
大
体
卒
業
し
ま
す
け
ど
、
漱
石
は
二

十
六
歳
で
卒
業
し
て
い
る
。
何
し
ろ
予
備
門
と
い
う
の

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
大
学
三
年
の
前
に
予
備
門
が
五

年
あ
っ
た
ん
で
す
。
高
等
学
校
に
当
た
る
も
の
が
五
年

も
あ
っ
た
。
彼
は
ご
丁
寧
に
も
一
年
落
第
し
た
か
ら
六

年
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
六
年
や
っ
て
大
学
に
入
っ

て
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
じ
っ
く
り
や
っ
た
ん
で
す
ね
。

彼
は
結
局
数
え
の
五
十
歳
で
死
ん
じ
ゃ
い
ま
す
か
ら

随
分
長
い
こ
と
教
育
に
投
資
し
て
、
活
躍
で
き
る
と
き

は
少
な
か
っ
た
け
ど
、
逆
だ
、
じ
っ
く
り
や
っ
た
か
ら

花
が
咲
い
た
の
ね
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
、
こ
う
い
う

こ
と
を
や
っ
ぱ
り
頭
に
入
れ
と
か
な
い
と
い
か
ん
。

今
日
、
最
初
に
取
り
上
げ
た
正
岡
子
規
と
夏
目
漱

石
が
大
人
に
な
り
か
け
の
時
、
嘉
永
、
安
政
生
ま
れ
の

人
達
、
国
分
青
崖
、
本
田
種
竹
、
森
槐
南
が
少
壮
詩
人

と
し
て
出
て
く
る
。
わ
ー
っ
と
出
て
く
る
。
一
番
典
型

的
な
例
が
国
分
青
崖
で
あ
り
ま
す
。
国
分
青
崖
と
い

う
詩
人
は
戦
争
中
ま
で
生
き
て
い
た
。
昭
和
十
七
〜

十
八
年
ま
で
、
八
十
八
歳
ぐ
ら
い
ま
で
生
き
た
。
こ
の

人
が
さ
っ
そ
う
と
し
て
出
て
き
た
の
が
明
治
の
三
十

年
前
後
。
こ
の
人
は
安
政
生
ま
れ
で
す
。
国
分
青
崖
だ

け
で
は
な
く
て
森
春
濤
の
息
子
の
森
槐
南
、
そ
れ
か

ら
本
田
種
竹
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
三
大

詩
人
と
言
わ
れ
る
少
壮
詩
人
が
大
体
こ
の
こ
ろ
の
生

ま
れ
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
大
き
な
う
ね
り
が
で
き
て

く
る
。
そ
の
時
に
、
今
日
ご
紹
介
す
る
人
達
は
ど
の
ぐ

ら
い
の
年
齢
差
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
大
体
十
歳
違

う
ん
で
す
。
漱
石
と
子
規
は
明
治
三
十
年
に
三
十
歳
、

明
治
三
十
五
年
に
三
十
五
歳
で
す
。
三
十
五
歳
で
子

規
は
病
気
で
死
に
ま
す
け
ど
。

さ
て
、
正
岡
子
規
と
漱
石
は
同
年
同
級
で
あ
り
ま
す

が
、
生
ま
れ
た
環
境
は
随
分
違
う
。
正
岡
子
規
は
四
国

の
松
山
藩
の
藩
儒
の
孫
で
す
。
そ
し
て
藩
儒
の
お
じ
い

さ
ん
が
ま
だ
生
き
て
い
る
こ
ろ
に
そ
の
薫
陶
を
受
け

て
い
る
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
昔
風
の
、
江

戸
時
代
風
の
武
士
の
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
た
だ

し
、
八
歳
か
九
歳
の
と
き
に
お
じ
い
さ
ん
が
死
に
ま
す

か
ら
長
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、
し
か
し
、
こ
れ

は
大
き
い
で
す
。
非
常
に
大
き
い
。
だ
か
ら
彼
は
愛
媛

県
の
中
学
に
入
っ
た
と
き
に
は
、
も
う
”日

本
の
リ
ー

ダ
ー

“と
し
て
漢
詩
を
作
っ
た
り
な
ん
か
し
て
い
っ
ぱ

し
、
そ
の
土
地
で
は
有
名
人
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
で

明
治
十
六
年
に
お
じ
さ
ん
が
東
京
に
出
て
き
て
活
躍

し
て
お
り
ま
し
た
関
係
で
東
京
へ
出
て
い
く
。
そ
れ
で

予
備
校
へ
入
っ
て
翌
年
、
明
治
十
七
年
に
大
学
予
備
門

に
合
格
い
た
し
ま
す
。
明
治
十
七
年
に
合
格
し
た
と
き

に
漱
石
も
一
緒
に
入
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
お
互
い
よ

く
知
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
今
の
学
校
制
度
も
そ
う

で
す
け
ど
、
東
京
も
ん
と
い
う
の
は
固
ま
る
ん
で
す
。

東
京
も
ん
が
固
ま
っ
て
い
る
と
、
よ
そ
の
も
の
は
あ
ん

ま
り
入
れ
な
い
の
ね
。
で
す
か
ら
、
正
岡
子
規
が
夏
目

漱
石
と
親
し
く
な
っ
た
の
は
、
何
と
入
学
後
五
年
た
っ

て
い
る
。
同
級
生
で
あ
り
な
が
ら
。
し
か
も
お
も
し
ろ

い
の
は
子
規
は
一
年
生
を
二
度
や
っ
た
ん
で
す
。
落
第
。

漱
石
は
二
年
生
を
二
度
や
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
全
く

一
緒
に
な
っ
た
の
ね
。
こ
れ
が
絶
妙
だ
な
。
天
の
神
様

は
ち
ゃ
ん
と
仕
組
ん
で
い
た
の
ね
。「
お
ま
え
た
ち
は

同
級
生
で
な
け
れ
ば
だ
め
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

ん
だ
と
思
う
。
漱
石
は
二
年
生
の
と
き
に
落
第
し
て
い

る
。
漱
石
は
そ
れ
か
ら
心
を
取
り
直
し
て
、
ず
っ
と
後

は
首
席
で
通
し
た
と
い
い
ま
す
け
ど
。
こ
の
二
人
が
同

年
で
あ
り
、
ま
た
生
ま
れ
月
が
実
は
漱
石
の
方
は
正
月

生
ま
れ
な
ん
で
す
ね
。
子
規
は
九
月
生
ま
れ
で
子
規
の

ほ
う
が
弟
分
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
反
対
、
子

規
の
ほ
う
が
兄
貴
分
で
、
漱
石
が
弟
分
。
そ
れ
は
今

言
っ
た
よ
う
に
彼
ら
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
と
大
き

く
関
係
が
あ
る
。
や
っ
ぱ
り
一
目
置
い
て
い
た
ん
で
す

ね
。
相
手
は
藩
儒
の
家
に
育
っ
て
い
て
、
相
当
漢
詩
な

ん
か
も
や
る
。
し
か
も
入
学
早
々
に
そ
う
い
う
よ
う
な

詩
を
作
っ
た
り
な
ん
か
し
て
見
せ
あ
っ
た
り
な
ん
か

す
る
よ
う
な
こ
と
が
昔
は
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
漱
石
の

ほ
う
は
い
ろ
ん
な
せ
ん
さ
く
は
あ
る
け
ど
、
牛
込
、
高

田
馬
場
あ
た
り
の
名
主
ぐ
ら
い
の
家
だ
と
い
う
こ
と

で
士
族
で
は
な
い
み
た
い
で
す
。
で
も
、
兄
貴
も
東
大

に
行
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
か
ら
相
当
の
資
産
の
あ

る
名
主
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
家
に
生
ま
れ
て
い
る

わ
け
で
、
明
治
の
初
年
か
ら
言
え
ば
相
当
高
い
位
置
的

な
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
正
岡
子
規
の
よ
う

な
藩
儒
の
孫
と
い
う
よ
う
な
そ
う
い
う
の
と
ち
ょ
っ
と

違
う
。
だ
か
ら
、
お
互
い
に
同
級
生
だ
か
ら
相
手
を
見

る
わ
け
ね
。
あ
い
つ
の
ほ
う
が
一
枚
上
手
だ
と
、
こ
う

い
う
ふ
う
な
こ
と
で
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て
く
る
ん
で

す
が
、
彼
ら
が
知
り
合
っ
て
何
年
か
た
っ
て
芝
居
か
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何
か
の
こ
と
で
意
気
投
合
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

子
規
が
『
七
草
集
』
と
い
っ
て
漢
文
と
か
漢
詩
と
か
、

そ
う
い
っ
た
七
種
の
文
集
を
つ
く
っ
て
漱
石
に
見
せ

た
ん
で
す
ね
。「
ど
う
だ
、
か
な
り
う
ま
い
だ
ろ
う
」
と

思
っ
て
見
せ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
漱
石
は
「
う
ん
」

と
思
っ
て
、
そ
れ
で
房
総
半
島
の
旅
行
の
と
き
に
房

総
半
島
の
漢
文
の
日
記
を
作
っ
た
で
し
ょ
う
、
あ
れ

を
作
っ
て
、
そ
れ
は
実
は
子
規
に
見
せ
る
た
め
だ
っ

た
。
子
規
に
見
せ
た
と
こ
ろ
が
子
規
は
び
っ
く
り
し

た
わ
け
ね
。
そ
こ
で
本
当
の
相
手
の
あ
れ
を
見
て
、
い

わ
ゆ
る
心
の
友
達
に
な
っ
た
ら
し
い
。

で
す
か
ら
入
学
後
相
当
た
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、

彼
ら
が
本
当
に
知
り
合
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
二
年
頃

に
知
り
合
っ
て
親
友
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
一
目
お
互

い
に
置
い
た
わ
け
で
、
子
規
は
漱
石
の
こ
と
を
畏
友
と

言
っ
て
い
る
。
畏
れ
る
友
達
、
畏
友
と
言
っ
て
い
る
。

正
岡
子
規
は
哲
学
科
に
入
っ
た
後
、
国
文
科
に
転
科

し
て
国
文
科
を
結
局
、
中
途
退
学
し
て
し
ま
い
ま
し
た

か
ら
、
彼
は
大
学
を
卒
業
し
て
い
な
い
。
漱
石
の
方
は

英
文
科
に
行
き
ま
し
て
、
ト
ッ
プ
で
卒
業
し
た
と
言

い
た
い
け
ど
、
実
は
一
人
し
か
い
な
い
ん
で
す
か
ら

ト
ッ
プ
に
決
ま
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
（
笑
）。
そ
れ
で

お
互
い
の
道
を
歩
む
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

「
夏
目
漱
石
の
伊
予
に
之
く
を
送
る
」
と
い
う
作
品

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
坊
ち
ゃ
ん
と
い
う
小
説
の
種

に
な
っ
た
松
山
の
中
学
校
に
漱
石
が
赴
任
す
る
。
そ
の

松
山
は
奇
し
く
も
正
岡
子
規
本
人
の
生
ま
れ
故
郷
で

す
か
ら
、
そ
の
正
岡
子
規
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
松

山
の
中
学
、
当
時
は
県
に
中
学
は
一
つ
し
か
な
い
で
す

け
ど
、
そ
の
中
学
。
さ
あ
、
行
け
や
、
三
千
里
の
向
こ

う
の
松
山
ま
で
と
。
こ
う
い
か
に
も
兄
貴
ぶ
っ
て
い
て
、

や
は
り
正
岡
子
規
の
方
が
兄
貴
ぶ
る
た
ち
が
あ
る
。

「
君
を
送
れ
ば
暮
寒
生
ず
」
ち
ょ
う
ど
冬
の
頃
だ
。「
空

中
に
大
岳
懸
か
り
」
こ
れ
は
富
士
山
の
こ
と
。「
海
末
に

長
瀾
起
こ
ら
ん
」
蒸
気
船
で
行
き
ま
す
か
ら
波
が
立
つ
。

自
分
の
故
郷
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
謙
遜
し
た
の
か
な
、
僻

地
な
ん
て
言
っ
て
い
る
。「
僻
地　

交
遊
少
く　

狡
児　

教
化
難
か
ら
ん
」
自
分
が
出
た
中
学
で
す
け
ど
、
そ
こ

に
親
友
の
漱
石
が
先
生
に
な
っ
て
行
く
の
で
、
謙
遜
し

た
気
分
で
や
ん
ち
ゃ
な
子
供
た
ち
が
な
か
な
か
教
え

る
の
難
し
い
ぞ
と
。「
清
明　

再
会
を
期
す　

後
る
る
莫

れ　

晩
花
の
残
る
る
に
」
清
明
の
頃
に
も
う
一
回
会
お

う
ね
と
。「
晩
花
の
残
る
る
に
」
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り

清
明
と
い
う
の
は
春
で
言
え
ば
少
し
時
が
た
っ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
そ
の
晩
花
が
崩
れ
る
。
そ
れ
に
お
く
れ
て

は
い
け
な
い
よ
、
春
に
な
っ
て
早
く
帰
っ
て
お
い
で
と
、

こ
う
言
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
い
ぶ
り
な
ん
か
の
中
に
も

子
規
が
ち
ょ
っ
と
兄
貴
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が

見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
　
送
夏
目
漱
石
之
伊
予 

正
岡
子
規
　
　

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
の
伊
予
に
之
く
を
送
る

　
去
矣
三
千
里
　
去
け
や 
三
千
里

　
送
君
生
暮
寒
　
君
を
送
れ
ば
暮
寒
生
ず

　
空
中
懸
大
嶽
　
空
中
に
大
岳
懸
か
り

　
海
末
起
長
瀾
　
海
末
に
長
瀾
起
こ
ら
ん

　
僻
地
交
游
少
　
僻
地 

交
遊
少
く

　
狡
兒
敎
化
難
　
狡
児 

教
化
難
か
ら
ん

　
淸
朙
朞
再
會
　
清
明 

再
会
を
期
す

　
莫
後
晩
芲
殘
　
後
る
る
莫
れ 

晩
花
の
残
る
る
に

問
題
は
、
こ
の
作
品
の
出
来
映
え
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
皆
様
よ
く
ご
存
じ
の
と
お
り
、
五
言
律
詩
で
す

ね
。
五
言
律
詩
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す
け
ど
、

「
空
中
に
大
岳
懸
か
り　

海
末
に
長
瀾
起
こ
ら
ん
」
こ

れ
は
対
句
に
な
っ
て
い
る
。「
空
中
」
に
対
し
て
「
海

末
」、「
大
き
な
山
」
に
対
し
て
「
長
い
波
」
と
非
常
に
格

調
正
し
く
道
中
の
様
子
を
二
句
で
も
っ
て
と
ら
え
て

い
る
。「
僻
地　

交
遊
少
く　

狡
児　

教
化
難
か
ら

ん
」
こ
れ
も
行
く
先
の
伊
予
の
中
学
校
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
と
い

う
わ
け
で
、
相
当
の
腕
前
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る

ん
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
も
う
こ
の
こ
ろ
に
な
り

ま
す
と
、
彼
ら
よ
り
は
十
歳
ぐ
ら
い
年
上
の
連
中
が

詩
壇
を
牛
耳
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
で
結
局
、
正
岡

子
規
は
漢
詩
を
や
め
て
し
ま
う
ん
で
す
。

そ
の
隣
に
あ
り
ま
す
「
金
州
城
外
」。
明
治
二
十
八

年
に
戦
争
が
終
わ
る
わ
け
で
す
ね
。
日
清
戦
争
。
日
清

戦
争
は
明
治
二
十
七
年
、
二
十
八
年
。
二
十
八
年
の

三
月
の
末
ご
ろ
に
は
も
う
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
た
ん
で

す
け
ど
、
彼
は
従
軍
記
者
を
希
望
い
た
し
ま
し
て
、
そ

の
許
可
が
お
り
た
時
に
は
実
は
戦
争
が
終
わ
っ
た
ん
で

す
ね
。
戦
争
は
終
わ
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
は
行
っ
た
ん

で
す
。
行
っ
て
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
た
な
、
森

鴎
外
な
ん
か
に
も
向
こ
う
で
会
っ
た
り
な
ん
か
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
「
金
州
城
外
」
と
い
う
詩
を
作
っ
た
。

こ
れ
が
お
も
し
ろ
い
の
は
、
乃
木
将
軍
の
「
金
州
城

外
」
の
ち
ょ
う
ど
十
年
前
に
作
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

逆
に
言
う
と
、
乃
木
将
軍
は
正
岡
子
規
の
「
金
州
城

外
」
を
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
の
将
軍
の
最

高
傑
作
と
言
わ
れ
て
い
る
「
金
州
城
外
立
斜
陽
」
と
い
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う
、
よ
く
詩
吟
に
も
す
る
で
し
ょ
う
、
あ
れ
の
ち
ょ
う

ど
十
年
前
に
同
じ
題
で
作
っ
て
い
る
ん
で
す
。
題
が
同

じ
と
い
う
こ
と
も
今
の
よ
う
な
想
像
を
さ
せ
る
あ
れ

だ
と
思
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
余
談
で
あ
り
ま
す
け
ど
。

　
　
金
洲
城
外
　
金
洲
城
外 

正
岡
子
規
　
　

　
亂
後
亡
民
不
可
求
　
乱
後
の
亡
民
求
む
べ
か
ら
ず

　
杏
芲
空
屋
燕
兒
愁
　
杏
花
空
屋 

燕
児
愁
う

　
遼
陽
四
⺼
草
犹
短
　
遼
陽
四
月
草
猶
お
短
し

　
不
爲
行
人
掩
髑
髏
　
行
人
の
為
に
髑
髏
を
掩
わ
ず

さ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
。「
最
初
の

二
句
を
見
ま
す
と
、
戦
争
の
後
、
民
は
逃
げ
た
。
逃
げ

た
民
は
ど
こ
へ
行
っ
た
か
わ
か
ら
ん
。
た
だ
、
が
ら
ん

と
し
た
家
。
そ
こ
に
杏
が
咲
い
て
い
る
。
燕
も
ち
ゃ
ん

と
や
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
よ
う
な
情
景
を
描
い
て
い

る
。「
遼
陽
四
月
草
猶
お
短
し
」
金
州
は
遼
陽
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
四
月
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
ど
う
も
今
の

暦
の
よ
う
で
す
ね
。
新
暦
の
よ
う
で
す
ね
。
四
月
は
旧

暦
で
は
も
う
夏
で
す
ね
。
四
・
五
・
六
は
夏
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
本
当
は
三
月
だ
と
思
う
ん
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
今

言
い
ま
し
た
今
の
暦
の
三
月
の
末
に
行
っ
て
、
そ
し
て

四
月
に
な
っ
て
作
っ
た
と
思
う
。「
遼
陽
四
月
草
猶
お

短
し	

行
人
の
為
に
髑
髏
を
掩
わ
ず
」。
こ
の
句
は
唐

詩
の
ま
ね
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
戦
争
の
後
、
髑

髏
が
ご
ろ
ご
ろ
転
が
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
髑
髏
を
草

で
も
覆
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
ま
だ
草
が
短

い
の
で
我
々
旅
人
の
目
に
触
れ
て
し
ま
う
。「
行
人
の

為
に
髑
髏
を
掩
わ
ず
」
と
。
こ
れ
は
な
か
な
か
私
が
言

う
の
も
あ
れ
で
す
け
ど
、
い
い
詩
だ
と
思
い
ま
す
な
。

こ
う
い
う
詩
を
作
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が

こ
れ
が
ち
ょ
う
ど
明
治
二
十
八
年
の
四
月
。
彼
は
こ

の
帰
り
に
船
で
喀
血
を
し
て
、
結
局
そ
の
喀
血
が
引

き
金
に
な
っ
て
彼
は
ど
ん
ど
ん
病
気
が
進
ん
で
い
く

わ
け
で
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
に
彼
は
漢
詩
を
や
め

ま
す
。
正
岡
子
規
の
漢
詩
は
明
治
二
十
九
年
で
終

わ
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
ま
で
に
相
当
の
数
の
詩
を

作
っ
て
お
り
ま
す
が
、
さ
す
が
に
江
戸
時
代
の
学
者

の
家
に
生
ま
れ
た
ら
し
く
、
相
当
の
稽
古
を
積
ん
で

若
い
時
の
作
品
の
中
に
も
お
も
し
ろ
い
作
品
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
子
規
の
意
識
で
は
少
し
先
輩
に
当
た

る
三
人
の
名
前
、
こ
う
い
う
人
た
ち
が
大
変
な
仕
事

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
と
て
も
こ
れ
は
か
な
わ
ん
と

思
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
い
う
の
は
、
彼
が
そ
れ
だ
け
の

こ
と
が
で
き
た
か
ら
逆
に
わ
か
る
ん
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、
漱
石
は
そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
同

じ
時
代
に
育
っ
た
ん
で
あ
り
ま
す
け
ど
、
漱
石
は
子

供
の
時
か
ら
漢
詩
を
や
っ
て
い
た
こ
と
は
な
い
。
彼

が
漢
詩
を
勉
強
し
た
の
は
二
松
學
舎
へ
来
て
か
ら
で

す
。
彼
は
一
中
を
や
め
て
、
当
時
は
今
の
日
比
谷
高
校

に
当
た
る
学
校
が
一
つ
だ
け
あ
っ
た
。
東
京
で
中
学

一
つ
だ
け
あ
っ
た
、
そ
こ
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
エ
リ
ー
ト
で
す
ね
。
し
か
し
、
エ
リ
ー
ト
の
中
学

を
や
め
て
、
そ
れ
で
漢
学
塾
で
あ
る
二
松
學
舎
に
来

た
。
二
松
學
舎
は
明
治
十
年
に
で
き
ま
し
た
か
ら
、
彼

が
入
っ
た
と
き
は
ま
だ
三
年
か
四
年
し
か
た
っ
て
い

な
い
。
お
ん
ぼ
ろ
校
舎
だ
っ
た
と
後
年
、
述
懐
し
て
い

ま
す
け
ど
、
そ
こ
で
み
っ
ち
り
勉
強
し
た
ん
で
す
な
、

一
年
。
大
体
一
年
半
ぐ
ら
い
勉
強
し
て
い
る
。
そ
の
と

き
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
今
、
残
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

は
非
常
に
基
礎
的
な
漢
文
を
勉
強
し
、
そ
し
て
又
、
漢

文
を
作
っ
た
り
、
漢
詩
を
作
っ
た
り
す
る
科
目
も
当

然
あ
る
わ
け
で
、
一
年
半
と
言
え
ば
短
い
よ
う
で
あ

り
ま
す
け
ど
、
し
か
し
、
整
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
が

ん
が
ん
や
っ
た
ら
相
当
な
力
が
つ
き
ま
す
よ
。
彼
は

こ
こ
で
あ
る
程
度
の
力
を
身
に
つ
け
て
、
そ
し
て
大

学
予
備
門
に
入
っ
て
、
最
初
か
ら
英
文
科
に
行
く
と

い
う
こ
と
は
大
体
兄
貴
の
影
響
で
決
め
て
い
た
ら
し

い
で
す
が
、
友
達
に
は
ま
だ
ま
だ
そ
う
い
う
よ
う
な

人
が
い
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
で
子
規
と
め
ぐ
り
合
っ

て
い
る
。
子
規
と
め
ぐ
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
分

の
漢
詩
、
漢
文
の
眠
っ
て
い
た
も
の
が
目
覚
め
た
ん

で
す
ね
。「
俺
だ
っ
て
こ
の
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
で
き
る

よ
」
と
い
う
こ
と
で
も
っ
て
房
総
の
日
記
を
書
い
て

い
る
。
房
総
の
日
記
は
今
、
我
々
の
目
か
ら
見
る
と
文

章
は
冗
長
で
相
当
手
直
し
し
な
い
と
一
人
前
の
文
章

じ
ゃ
な
い
ぐ
ら
い
の
程
度
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

若
い
こ
ろ
の
書
生
と
し
て
は
、
あ
の
ぐ
ら
い
の
を
書

く
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
程
度
の
あ
れ
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
ね
。
彼
は
そ
こ
か
ら
偉
か
っ
た
の
は
相

手
の
方
が
上
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
子
規

と
や
り
と
り
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
詩

の
実
力
も
つ
い
て
き
た
ん
で
す
ね
。
き
ょ
う
は
こ
こ

に
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
子
規
と
相

当
や
り
と
り
も
し
て
、
し
か
し
、
明
治
三
十
三
年
に
彼

は
選
ば
れ
て
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
に

留
学
す
る
と
き
ま
で
は
結
構
作
っ
て
い
た
。
そ
の
前

に
四
年
間
、
熊
本
の
五
高
に
い
た
で
し
ょ
う
。
第
五
高

等
学
校
、
熊
本
、
あ
そ
こ
に
四
年
い
た
、
丸
四
年
。
丸

四
年
と
い
う
の
は
漱
石
の
人
生
で
随
分
長
い
で
す
。

そ
の
丸
四
年
の
間
そ
こ
に
い
て
、
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
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に
、
そ
こ
に
は
長
尾
雨
山
が
い
た
ん
で
す
ね
。
長
尾
雨

山
の
名
前
は
こ
こ
に
書
い
て
な
い
け
ど
、
早
死
に
し
た

た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
影
が
薄
か
っ
た
け
ど
、
こ
れ
も
安

政
生
ま
れ
で
す
ね
。
ま
だ
ほ
か
に
も
い
ま
し
た
け
ど
、

主
と
し
て
長
尾
雨
山
に
つ
い
て
詩
の
稽
古
を
し
て
い
る
。

漱
石
の
偉
い
と
こ
ろ
は
、
同
級
生
で
も
正
岡
子
規
の
方

が
上
だ
と
思
う
と
正
岡
子
規
と
一
生
懸
命
く
っ
つ
い

て
詩
の
稽
古
を
す
る
。
そ
し
て
熊
本
に
行
く
と
、
年
は

そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
相
手
は
と
に
か

く
名
の
あ
る
漢
詩
人
で
す
か
ら
辞
を
低
く
し
て
長
尾

雨
山
に
添
削
を
頼
ん
で
い
る
わ
け
で
す
ね
。
長
尾
雨
山

の
方
は
自
分
よ
り
年
が
若
い
け
れ
ど
も
、
相
手
は
帝
国

大
学
を
出
て
い
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
一
目
置
い
て
遠

慮
が
ち
に
直
し
て
い
る
が
、
そ
の
遠
慮
が
ち
に
直
し
て

い
る
の
が
非
常
に
的
確
に
直
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ

れ
は
今
日
、
朱
で
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
残
っ
て
お
り

ま
す
け
ど
、
的
確
に
直
し
て
い
る
。
相
手
を
褒
め
て
も

い
る
。
や
っ
ぱ
り
向
こ
う
は
、
だ
っ
て
”給

料
“と
い
っ

た
っ
て
向
こ
う
の
方
が
う
ん
と
上
で
す
か
ら
ね
。
で
す

か
ら
遠
慮
も
あ
っ
て
遠
慮
が
ち
に
直
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、
や
は
り
”専

門
詩
人

“で
す
か
ら
、
こ
こ
で
ち
ゃ

ん
と
直
し
て
い
る
。
四
年
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
こ
で
彼

は
そ
の
ほ
か
の
漢
文
科
の
先
生
た
ち
と
も
交
わ
っ
て
、

こ
の
四
年
間
に
相
当
の
力
が
つ
い
た
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
今
言
っ
た
通
り
丸
二
年
間
イ
ギ
リ
ス

に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
完
全
に
こ
れ
は
”横

文

字
“と
に
か
く
文
部
省
か
ら
派
遣
さ
れ
る
と
い
う
立
場

で
す
か
ら
勉
強
し
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
わ
け
で

し
ょ
う
。
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
う
な
さ

れ
る
ぐ
ら
い
に
横
文
字
の
世
界
に
漬
か
ら
さ
れ
て
。
だ

か
ら
、
一
時
「
漱
石
、
発
狂
し
た
か
」
な
ん
て
ニ
ュ
ー
ス

も
流
れ
た
ら
し
い
の
ね
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
帰
る
年
、

明
治
三
十
五
年
の
十
一
月
ご
ろ
に
帰
る
ん
で
す
が
、
そ

の
と
き
に
は
子
規
は
死
ん
で
い
ま
す
。
子
規
は
九
月
に

死
ん
だ
。
だ
か
ら
親
友
の
子
規
の
死
期
に
も
会
え
な

か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
彼
は
丸
二
年
間
の
英
国
留
学
を
終

え
て
帰
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
皆
さ
ん
も
ご

存
じ
の
と
お
り
一
高
の
教
授
を
や
っ
た
り
東
大
の
講

師
を
や
っ
た
り
し
て
い
て
、
結
局
そ
れ
を
や
め
て
し
ま

う
。
こ
れ
は
相
当
の
こ
と
で
す
よ
。
だ
っ
て
官
費
で
イ

ギ
リ
ス
ま
で
行
っ
て
二
年
間
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た

ら
、
ち
ょ
っ
と
や
め
に
く
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ

を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
よ
っ
ぽ
ど
合
わ
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
漱
石
の
頭
の
中
に
は
、
や
は
り
明
治
政
府
に
対
す

る
抵
抗
意
識
が
あ
っ
た
と
思
う
。
彼
は
江
戸
の
人
で
す

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
佐
幕
派
と
い
う
や
つ
。
佐
幕
派
の
考

え
方
。
そ
れ
で
嫌
な
も
の
は
嫌
だ
と
言
っ
て
や
め
て
し

ま
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
当
時
と
し
て
は
ス
テ
ー
タ
ス

が
あ
ま
り
高
く
な
い
新
聞
に
入
っ
た
。『
朝
日
新
聞
』
の

お
抱
え
文
章
家
に
な
っ
て
、
新
聞
の
た
め
に
小
説
を
書

く
と
い
う
。
こ
れ
は
今
で
考
え
る
こ
と
と
随
分
違
う
と

思
う
。
そ
の
当
時
は
大
学
は
一
つ
し
か
な
か
っ
た
。
ま

だ
京
都
大
学
は
で
き
て
い
な
い
。
た
っ
た
一
つ
し
か
な

い
大
学
の
椅
子
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
を
弊
履
の
ご
と
く
捨
て
て
、
し
か
も
新
聞
に

入
っ
て
小
説
を
書
く
と
い
う
、
こ
の
こ
と
は
大
変
な
へ

そ
曲
が
り
。
恐
ら
く
漱
石
の
そ
う
い
う
行
動
、
そ
し
て
、

そ
の
考
え
方
の
根
底
に
は
佐
幕
派
の
考
え
方
が
あ
る

と
思
い
ま
す
ね
。
明
治
政
府
に
し
っ
ぽ
を
振
る
こ
と
を

潔
し
と
し
な
い
と
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
。

後
年
、
文
学
博
士
を
断
る
の
は
、
や
は
り
そ
の
一
つ

の
”僭

上
“の
行
為
だ
と
思
う
。

結
局
、
彼
は
明
治
四
十
三
年
ま
で
、
つ
ま
り
明
治
三

十
三
年
に
留
学
し
、
明
治
四
十
三
年
ま
で
丸
十
年
間
、

漢
詩
を
や
ら
な
い
ん
で
す
。
一
つ
も
作
っ
て
い
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
四
十
三
年
に
、
こ
れ
が
ま
た
天

の
配
剤
だ
な
、
大
病
す
る
ん
で
す
。
生
き
る
か
死
ぬ
か

の
大
病
を
し
て
、
も
と
も
と
胃
弱
で
彼
は
修
善
寺
で

も
っ
て
死
ぬ
か
生
き
る
か
と
い
う
病
気
を
し
て
、
ま

だ
若
か
っ
た
た
め
も
あ
っ
て
治
る
。
治
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
こ
で
人
生
観
が
変
わ
る
。
そ
の
人
生
観
が

変
わ
っ
た
時
に
こ
の
詩
が
出
て
き
た
ん
で
す
。
こ
れ

が
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
は
明
治
四
十
三
年
の
九
月
に

作
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
病
気
は
七
月
に
ひ
ど

い
吐
血
を
し
て
少
し
治
っ
て
き
た
。

　
　
無
題
　
無
題 

夏
目
漱
石
　
　

　
仰
臥
人
如
唖
　
仰
臥
し
て 

人 

唖
の
如
く

　
默
然
見
大
空
　
黙
然
と
し
て
大
空
を
見
る

　
大
空
雲
不
動
　
大
空 

雲
動
か
ず

　
終
日
杳
相
同
　
終
日 

杳
と
し
て
相
同
じ

一
見
し
て
こ
の
作
品
の
背
後
に
は
李
白
の
敬
亭
山

の
詩
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。
李
白
が
敬
亭
山

を
見
て
山
と
自
分
と
が
心
通
わ
す
。
あ
れ
も
五
言
絶
句

で
す
。
五
言
絶
句
は
一
番
短
い
。
一
番
短
い
五
言
絶
句

が
ぷ
っ
と
出
て
き
た
。
こ
れ
が
彼
の
漢
詩
生
活
の
復
活

で
す
。
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
病
気
、
そ
う
い
う
境
目
に

来
た
か
ら
ぷ
っ
と
出
た
ん
で
す
ね
。
ぎ
ゅ
ー
っ
と
西
の

ほ
う
に
引
か
れ
て
い
た
の
が
ぴ
ゅ
ー
っ
と
返
っ
た
ん

で
す
。
丸
十
年
間
空
白
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
か
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ら
は
勢
い
づ
い
て
、
そ
し
て
彼
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ

に
若
い
文
人
画
家
が
弟
子
入
り
を
し
た
り
な
ん
か
し

て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
と
、
い
わ
ゆ
る
絵
を
か
い
て
自

分
で
詩
を
つ
く
っ
て
”讃

和
“す
る
。
自
画
自
讃
で
す

ね
。
自
画
自
讃
の
楽
し
み
を
自
分
で
見
い
出
し
て
、
そ

し
て
大
正
五
年
に
至
る
ま
で
、
ま
た
相
当
の
数
の
詩
を

こ
し
ら
え
て
お
り
ま
す
。
熊
本
に
行
っ
て
修
養
し
た
こ

と
が
大
き
な
根
っ
こ
に
な
っ
た
、
肥
や
し
に
な
っ
て
い

る
。
十
年
間
は
そ
れ
は
ず
っ
と
眠
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、

修
善
寺
の
大
患
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
ま
た
そ
れ
が
出

て
、
し
か
も
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
文
人
家
の
世
界
が

開
け
て
、
ず
っ
と
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
は
、
大
正
五
年

の
十
二
月
九
日
に
死
ぬ
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
年
の
七
月

ご
ろ
か
ら
『
明
暗
』
と
い
う
小
説
を
書
い
て
い
る
途
中

か
ら
毎
日
毎
日
詩
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
ね
。
し
か
も
七

言
律
詩
を
作
っ
た
。
七
言
律
詩
は
一
番
難
し
い
ん
で
す

ね
。
そ
の
一
番
難
し
い
七
言
律
詩
を
彼
は
毎
日
毎
日
つ

く
っ
て
い
る
。
彼
の
作
品
は
今
、
二
三
〇
首
ぐ
ら
い
し

か
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
こ
の
作

品
が
、
何
首
だ
っ
た
か
な
、
相
当
の
数
で
す
ね
。
七
十

首
ぐ
ら
い
あ
る
か
な
。
作
る
の
に
難
し
い
七
言
律
詩
を

あ
え
て
選
ん
で
、
そ
し
て
『
明
暗
』
と
い
う
小
説
を
午

前
中
に
書
い
て
、
午
後
は
そ
の
俗
化
し
た
心
を
払
う
か

の
よ
う
に
七
言
律
詩
を
こ
し
ら
え
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

こ
ろ
大
学
を
卒
業
し
て
、
当
時
は
大
学
は
七
月
卒
業
で

す
。
七
月
に
卒
業
し
て
、
そ
し
て
芥
川
と
久
米
正
雄
が

漱
石
に
師
事
し
て
、
大
学
生
の
頃
か
ら
漱
石
の
家
に
も

出
入
り
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
い
よ
い
よ
卒
業
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
こ
の
若
い
二
人
は
先
生
に
対
し
て
い
ろ

い
ろ
教
え
を
請
い
に
き
て
い
た
り
も
し
た
ん
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
こ
の
二
人
が
房
総
半
島
を
、
か
つ

て
漱
石
が
旅
行
し
た
こ
と
の
あ
る
房
総
半
島
を
旅
行

し
て
、
そ
の
と
き
に
漱
石
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
二
人
に
手

紙
を
与
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。「
僕
は
も
う
五
十
歳
だ
」

と
。
そ
の
当
時
の
五
十
歳
と
い
う
の
は
相
当
老
人
の
意

識
で
書
い
て
い
る
。「
君
た
ち
は
若
い
」
と
言
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。「
午
前
中
に
小
説
を
書
い

て
俗
了
さ
れ
た
心
を
ば
午
後
に
七
言
詩
を
作
っ
て
晴
ら

し
て
い
ま
す
」
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
あ

の
手
紙
は
非
常
に
有
名
な
手
紙
な
の
で
、
よ
く
読
ま
れ

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
お
も
し
ろ
い
の
は
最
後
の
こ
の

詩
で
す
。
こ
れ
は
最
後
の
詩
で
す
ね
。
十
一
月
の
二
十

何
日
だ
っ
た
か
な
。
例
に
よ
っ
て
午
前
中
に
俗
化
さ
れ

た
気
持
ち
を
午
後
こ
の
詩
を
つ
く
っ
て
晴
ら
し
た
。

　
　
無
題
　
無
題 

夏
目
漱
石
　
　

　
眞
蹤
寂
寞
杳
難
尋
　
真
蹤
は
寂
寞
と
し
て
杳
と
し
て
尋
ね
難
く

　
欲
抱
虛
懷
步
古
今
　
虚
懐
を
抱
い
て
古
今
を
歩
ま
ん
と
欲
す

　
碧
水
碧
山
何
有
我
　
碧
水 

碧
山 

何
ぞ
我
れ
有
ら
ん

　
蓋
天
蓋
地
是
無
心
　
蓋
天 

蓋
地 

是
れ
無
心

　
依
稀
暮
色
⺼
離
草
　
依
稀
た
る
暮
色 

月
は
草
を
離
れ

　
錯
落
秋
聲
風
在
林
　
錯
落
た
る
秋
声 

風
は
林
に
在
り

　
眼
耳
雙
忘
身
亦
失
　
眼
耳
双
つ
な
が
ら
忘
れ
て 

身
も
亦
た
失
い

　
空
中
獨
唱
白
雲
吟
　
空
中
に
独
り
唱
す 

白
雲
の
吟

「
真
蹤
は
寂
寞
と
し
て
杳
と
し
て
尋
ね
難
く	

虚
懐

を
抱
い
て
古
今
を
歩
ま
ん
と
欲
す
」
非
常
に
抽
象
的

な
言
い
方
し
て
ま
す
け
ど
、
こ
れ
を
講
釈
し
て
い
る

と
三
時
間
か
か
っ
て
し
ま
う
か
ら
省
略
し
ま
す
け
ど
、

な
か
な
か
深
い
。
人
生
五
十
、
そ
の
五
十
歳
に
な
っ
て

自
分
の
一
生
を
ず
っ
と
振
り
返
っ
て
い
る
、
そ
う
い

う
よ
う
な
心
の
持
ち
よ
う
の
中
で
こ
の
詩
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
が
。
最
後
に
、
眼
も
耳
も
二
つ
と
も
忘
れ

て
身
も
ま
た
失
っ
て
し
ま
う
、
空
中
に
一
人
で
白
雲

の
歌
を
歌
う
ん
だ
と
、
こ
う
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ま

こ
と
に
縁
起
の
悪
い
言
葉
で
、
事
実
こ
れ
で
最
後
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
あ
る
ん
で
す
ね
。

詩
の
讖
で
す
。
詩
讖
、
詩
の
予
言
。「
空
中
に
独
り
唱

す
白
雲
の
吟
」
縁
起
悪
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
眼
も
耳

も
す
べ
て
忘
れ
て
空
中
で
も
っ
て
独
り
で
白
雲
の
歌

を
歌
う
ん
だ
と
。
白
雲
と
い
う
の
は
別
世
界
、
人
間
世

界
で
は
な
い
世
界
の
象
徴
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
た

か
も
辞
世
み
た
い
な
詩
を
作
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
の
日
夕
方
に
食
べ
た
も
の
が
悪
く
て
、
そ
れ
で
結

局
、
吐
血
し
て
人
事
不
省
に
な
っ
て
意
識
が
戻
ら
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
彼
の
作
詩
人
生

は
こ
れ
を
も
っ
て
完
結
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
非
常

に
完
結
の
仕
方
が
見
事
な
完
結
の
仕
方
。

そ
こ
で
漱
石
の
作
品
の
全
体
を
見
て
ど
う
い
う
こ

と
が
言
え
る
か
と
い
う
と
、
漱
石
は
自
分
の
作
品
は

自
信
満
々
。
生
死
の
関
頭
に
立
っ
て
復
活
し
て
、
そ
し

て
十
年
間
の
西
に
引
か
れ
て
い
た
の
が
逆
に
ば
ね
に

な
っ
て
、
そ
こ
で
そ
の
世
界
を
さ
ら
に
東
洋
精
神
の

世
界
に
の
め
り
込
む
一
つ
の
ば
ね
に
な
っ
た
わ
け
で

す
ね
。
そ
れ
で
彼
は
社
会
的
な
位
置
も
上
が
っ
た
で

し
ょ
う
。
だ
れ
か
ら
も
み
ん
な
「
先
生
、
先
生
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
立
場
に
な
っ
た
。
文
学
博
士
な
ん
か

と
ん
で
も
な
い
で
す
ね
。「
そ
ん
な
も
の
要
る
も
ん

か
」
と
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
も
う
怖
い

も
の
な
し
だ
な
。
だ
か
ら
、
彼
は
自
分
の
作
品
は
相
当

自
信
が
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
こ
が
問
題
な
ん
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だ
け
ど
、
漱
石
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
子
規
は
そ
う
で

は
な
い
。
子
規
は
三
十
歳
に
な
る
こ
ろ
に
「
も
う
自
分

の
作
品
は
こ
の
連
中
に
か
な
わ
ん
。
ど
う
や
っ
た
っ

て
だ
め
だ
」
と
、
こ
う
思
っ
た
か
ら
や
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
こ
ろ
漱
石
の
方
は
そ
う
で
は
な

い
。
ま
だ
勉
学
途
中
だ
っ
た
。
し
か
も
西
の
方
に
行
っ

て
全
く
隔
絶
し
た
世
界
に
い
た
か
ら
、
そ
う
い
う
世

界
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
わ
け
ね
。

む
ろ
ん
彼
は
日
常
生
活
の
中
で
こ
う
い
っ
た
人
た
ち

が
活
躍
し
て
い
る
と
い
う
の
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
漢
詩
の
雑
誌
も
出
て
い
る
こ
と

も
よ
く
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
分
は
違
う
と
思
っ

て
い
る
の
ね
。
二
人
の
若
い
芥
川
と
久
米
に
対
し
て

の
手
紙
な
ん
か
見
る
と
、
も
う
立
場
は
老
大
家
で
す

よ
。
老
大
家
が
若
い
者
に
諭
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
も
う
意
識
の
上
で
は
相
当
な
高
い
意
識

を
持
っ
て
い
る
。
自
信
満
々
。
こ
れ
が
大
き
な
違
い
。

正
岡
子
規
と
夏
目
漱
石
と
比
較
す
る
と
、
正
岡
子

規
の
方
が
漢
詩
に
近
い
、
漢
詩
に
浸
り
込
む
家
に
育
ち

な
が
ら
、
逆
に
そ
れ
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
、
そ
し
て

よ
く
見
え
る
。
だ
か
ら
彼
ら
が
大
人
に
な
っ
て
活
躍
す

る
時
に
は
既
に
若
手
の
そ
う
い
う
よ
う
な
国
分
青
崖

と
か
本
田
種
竹
が
活
躍
し
て
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
と
て

も
か
な
わ
ん
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
俳
句
の
世
界
に
の
め

り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
。
漱
石
は
逆
に
そ
う
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
修
行
中
で
す
か
ら

随
分
違
う
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
す
ね
。

（
文
責
）	

三
村	

公
二

（�

後
半
は
、次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。尚
、本
文
紙
数
の

関
係
で
途
中
若
干
カ
ッ
ト
い
た
し
ま
し
た
）

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
に
参
加
し
て

 

香
取 

和
之

　

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
は
、
唐
詩
を
主
体
に
古
今
の
名
詩

を
鑑
賞
す
る
会
と
し
て
、
本
年
一
月
か
ら
始
ま
り
、
玉

井
幸
久
先
生
が
講
師
と
し
て
毎
月
第
四
木
曜
日
に
講

義
さ
れ
て
い
る
。
会
場
は
Ｊ
Ｒ
本
郷
台
駅
前
の
「
あ
ー

す
プ
ラ
ザ
」
で
あ
る
。

　

鑑
賞
会
は
、
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
孟
浩
然

の
「
春
暁
」
に
始
ま
っ
て
、
彼
の
主
な
漢
詩
に
遊
び
、

今
は
李
白
の
足
跡
を
訪
ね
な
が
ら
、
白
髪
三
千
丈
（
秋

浦
歌
）、
朝
辞
白
帝
彩
雲
間
（
早
発
白
帝
城
）、
牀
前
看

月
光
（
静
夜
思
）
…
と
、
先
生
の
朗
々
た
る
お
声
が
教

室
に
響
き
渡
っ
て
い
る
。

　

先
生
の
講
義
で
は
、
詩
の
解
釈
に
留
ま
ら
ず
、
李
白

が
故
郷
蜀
の
国
を
出
て
ど
の
よ
う
に
一
生
を
過
ご
し

た
か
を
地
図
で
た
ど
り
な
が
ら
、
詩
の
背
景
や
詩
に

ま
つ
わ
る
故
事
を
話
さ
れ
る
。
例
え
ば
上
記
の
白
帝

城
の
名
の
由
来
か
ら
五
行
説
の
解
説
へ
、
呉
越
を
懐

古
し
た
李
白
の
詩
の
説
明
か
ら
臥
薪
嘗
胆
そ
し
て
呉

越
の
戦
い
の
逸
話
へ
と
、
留
ま
る
所
を
知
ら
な
い
感

す
ら
す
る
。
正
に
、
人
生
感
意
気
（
述
懐
）
で
あ
る
。
ま

た
李
白
の
詩
に
関
連
す
る
他
の
有
名
人
の
詩
、
さ
ら

に
は
孟
浩
然
な
ど
同
世
代
の
詩
人
と
の
交
際
な
ど
を

名
調
子
で
話
さ
れ
る
。

　

先
生
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
毎
回
の
二
時
間

半
の
講
義
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
る
。
唐
詩
選
な

ど
を
自
分
一
人
で
読
ん
で
い
て
も
、
よ
く
判
ら
な
い

こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
に
講
義
し
て
い
た
だ
く

と
、
楽
し
み
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
漢
詩
が
味
わ
え
る

も
の
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

本
鑑
賞
会
の
特
色
と
し
て
は
、
先
生
の
名
講
義
と

共
に
、
講
義
に
該
当
す
る
漢
詩
・
地
図
な
ど
の
資
料
が

液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
表
示
さ
れ

て
、
全
員
が
一
堂
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に

は
本
鑑
賞
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
そ
の
講
義
録
を
閲

覧
し
、
録
音
さ
れ
た
先
生
の
講
義
を
再
度
聴
い
て
復

習
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
鑑
賞
会
で
、
毎
回
三
十

名
以
上
の
聴
講
者
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々

に
参
加
を
お
勧
め
し
た
い
。

漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ
講
座

輪
読『
唐
詩
選
画
本
』�

横
溝 

比
呂
美

　

今
回
の
講
座
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
唐
詩
選
画
本

は
、
江
戸
時
代
に
多
く
出
版
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在

も
唐
詩
本
の
挿
絵
と
し
て
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
い
る
。
こ
の
画
本
を
使
用
し
て
の
講
座
と
い
う

こ
と
で
、
唐
詩
に
疎
い
私
が
、
画
本
な
ら
…
と
興
味

を
抱
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。『
百
聞
は
一
見
に

如
か
ず
』
門
を
叩
く
こ
と
に
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
れ
が
面
白
い
。
つ
い
て
行
け
る
だ
ろ

う
か
？	

と
心
配
し
た
の
は
、
取
り
越
し
苦
労
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。	

（
15
頁
下
段
に
続
く
）
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昭
和
十
八
年
旧
制
中
学
に
入
っ
て
初
め
て
漢
文
を

学
ん
だ
。
時
は
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
戦
局
は
既

に
急
を
告
げ
、
翌
年
陸
軍
幼
年
学
校
に
転
じ
た
。
中

学
の
同
級
生
諸
君
は
軍
需
工
場
に
駆
り
出
さ
れ
て
学

業
な
ど
お
ぼ
つ
か
な
く
な
る
中
、
我
幼
年
学
校
は
軍

律
厳
し
き
日
夜
で
は
あ
っ
た
が
、
午
前
は
学
業
、
午
後

は
訓
練
と
一
流
の
教
官
に
よ
っ
て
指
導
を
受
け
続
け

た
の
は
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
奇
異
に
感

じ
た
の
は
漢
文
教
育
。
テ
キ
ス
ト
は
す
べ
て
片
か
な
交

じ
り
の
書
き
下
し
文
、
挿
入
さ
れ
て
い
た
漢
詩
の
み
は

白
文
で
非
常
に
新
鮮
な
も
の
に
感
じ
た
の
だ
っ
た
。
後

の
ク
ラ
ス
会
に
、
敗
戦
・
同
校
解
散
に
際
し
て
の
寄
せ

書
き
を
持
参
せ
る
友
人
が
あ
っ
て
、
私
が
作
詩
ル
ー
ル

を
全
く
無
視
し
た
七
言
絶
句
め
い
た
漢
字
二
十
八
字

を
載
せ
て
い
た
の
を
発
見
し
て
自
ら
驚
い
た
が
、
同
校

で
の
教
育
で
は
漢
詩
鑑
賞
は
あ
っ
た
が
作
詩
に
は
踏
み

込
ま
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
時
に
十
四
歳
。

戦
後
し
ば
ら
く
は
虚
脱
的
だ
っ
た
が
、
戻
っ
た
中
学

で
は
漢
文
は
廃
止
さ
れ
、
四
年
修
学
で
進
ん
だ
旧
制

高
等
学
校
理
科
で
も
漢
文
は
無
か
っ
た
。
つ
ま
り
私
は

レ
点
、
返
り
点
で
読
む
漢
文
に
は
中
一
の
時
に
し
か
接

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
わ
け
。

早
く
か
ら
書
道
に
興
味
を
持
ち
、
学
業
の
傍
ら
独

り
筆
を
操
る
こ
と
を
楽
し
み
と
し
た
。
縁
あ
っ
て
入
会

し
た
書
の
結
社
（書
海
社
）
の
主
宰
者
松
本
芳
翠
先
生

は
非
常
に
漢
詩
漢
文
を
能
く
さ
れ
、
会
報
に
は
漢
詩

欄
も
あ
っ
た
が
、
直
接
の
指
導
者
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

私
に
は
取
り
付
く
島
も
無
か
っ
た
。
し
か
し
書
の
素
材

と
し
て
漢
詩
漢
文
に
は
親
し
ん
だ
し
、
多
く
の
漢
詩

集
や
「だ
れ
漢
」
さ
え
も
枕
辺
に
は
転
が
っ
て
い
た
。

進
藤
虚
籟
先
生
に
出
会
え
た
の
は
約
二
十
年
前
。

本
貫
が
と
も
に
山
形
県
鶴
岡
市
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

目
を
か
け
て
く
れ
、
折
に
触
れ
て
作
詩
の
指
導
を
し
て

下
さ
っ
た
が
、
添
削
は
す
べ
て
通
信
で
あ
っ
た
か
ら
隔

靴
掻
痒
の
感
は
免
れ
な
か
っ
た
。
因
み
に
虚
籟
先
生
は

同
じ
く
鶴
岡
出
身
の
土
屋
竹
雨
先
生
（
漢
詩
界
唯
一

の
芸
術
院
会
員
）
の
最
後
の
弟
子
、
松
本
芳
翠
先
生

も
竹
雨
先
生
に
指
導
を
受
け
て
お
ら
れ
る
縁
が
あ
る
。

虚
籟
先
生
の
逝
去
後
、
困
っ
た
私
は
縁
を
頼
っ
て
国

士
舘
大
学
鷲
野
先
生
の
教
室
に
入
れ
て
頂
い
た
。
仲
間

と
共
に
対
面
教
育
を
受
け
、
実
に
驚
き
と
共
に
新
鮮

な
知
識
を
得
つ
つ
あ
り
、
全
漢
連
な
ど
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

応
募
す
る
気
に
な
っ
た
の
も
、
こ
こ
で
の
ご
指
導
の
お
蔭

と
思
っ
て
い
る
。
「説
明
で
は
い
け
な
い
」
「視
点
を
明
確

に
」
そ
し
て
詰
ま
る
所
は
「も
っ
と
詩
的
に
！
」
等
々
。

今
期
の
教
室
で
ダ
メ
の
無
か
っ
た
課
題
詩
を
一
つ
。

　
欲
⻝
香
魚
到
上
州
（
尤
韻
）

初
夏
驅
車
水
畔
游
　
初
夏
　
車
を
駆
っ
て
水
畔
に
遊
ぶ

銀
鱗
映
日
躍
淸
流
　
銀
鱗
　
日
に
映
じ
清
流
に
躍
る

漁
翁
倚
岸
垂
綸
久
　
漁
翁
　
岸
に
倚
り
て
垂
綸
久
し

嘉
會
佳
肴
旣
獲
不
　
嘉
会
の
佳
肴
　
既
に
獲
し
や
い
な
や

上
州
桐
生
の
書
友
に
誘
わ
れ
師
に
陪
し
て
一
泊
の

清
遊
を
楽
し
ん
だ
時
が
あ
っ
た
。
香
魚
づ
く
め
料
理
は

特
に
美
味
で
あ
っ
た
。

　

講
座
で
使
用
し
て
い
る
画
本
は
、
江
戸
時
代
の
絵
師
、

鈴
木
芙
蓉
の
七
言
絶
句
の
一
篇
。
見
事
な
筆
裁
き
で

詩
を
情
景
描
写
し
、
仮
名
文
字
の
、
独
特
な
言
葉
ま
わ

し
で
、
詩
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
見
開
き
一
枚

の
構
成
は
、
詩
と
絵
を
同
時
に
見
な
が
ら
、
学
べ
る

よ
う
に
出
来
て
い
る
。
こ
の
本
を
輪
読
の
形
で
講
座

は
進
む
。
毎
回
四
・
五
編
を
取
り
上
げ
、
割
り
当
て
ら

れ
た
人
が
、
選
ん
だ
詩
の
背
景
、
諸
々
の
解
釈
、
作
者

の
経
歴
等
を
調
べ
翌
月
発
表
す
る
。
担
当
し
た
方
の

力
量
や
個
性
で
、
素
晴
ら
し
い
資
料
が
手
元
に
配
布

さ
れ
る
。
そ
し
て
詩
に
心
を
寄
せ
、
心
を
尽
く
し
た

発
表
に
、
耳
を
澄
ま
せ
て
聴
き
入
る
。
住
田
先
生
が
、

補
説
を
加
え
な
が
ら
二
時
間
。
勿
論
講
座
に
参
加
す

る
だ
け
で
、
輪
読
の
発
表
を
拒
否
す
る
理
由
も
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
講
座
の
大
き
な
特
徴
は
、
仮
名
の
崩

し
文
字
で
書
か
れ
た
、
解
釈
文
を
読
み
解
く
こ
と
。

最
初
は
難
解
と
思
わ
れ
た
が
、
先
生
の
「
す
ぐ
に
な
れ

ま
す
」
の
言
葉
を
信
じ
学
び
重
ね
る
と
『
あ
ら
、
不
思

議
の
事
じ
ゃ
』

　

確
か
に
読
め
て
き
ま
し
た
。

　

読
み
解
い
た
江
戸
時
代
の
書
き
言
葉
を
、
現
在
の

言
葉
に
書
き
換
え
、
解
釈
文
を
完
成
さ
せ
る
。
そ
こ

に
は
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
一
片
を
、
漸
く
足
元
で

見
つ
け
て
、
は
め
込
ん
だ
時
の
よ
う
な
爽
快
感
。

　

一
年
前
受
講
を
迷
い
、
一
年
が
過
ぎ
る
と
、
新
し

い
出
会
い
の
中
で
学
ん
だ
事
柄
が
、
ふ
つ
ふ
つ
と
小

さ
な
泡
を
上
げ
始
め
た
。
色
香
を
加
え
、
今
後
私
の

中
で
ど
の
よ
う
に
醸
さ
れ
る
か
、
楽
し
み
な
事
じ
ゃ
。

・
補
足
＝「
…
事
じ
ゃ
」�唐
詩
選
画
本
の
中
の
仮
名
崩
し
文
に

使
用
さ
れ
て
い
る
口
語

漢
詩
と
私 

芳
雲
　
石
川
省
吾
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編
集
後
記

八
十
歳
七
か
月
の
三
浦
雄
一
郎
氏
が
三
度
目
の
エ
ベ
レ
ス

ト
に
登
り
最
高
齢
の
登
頂
者
に
な
っ
た
。
二
〇
一
三
年
五

月
の
こ
と
で
あ
る
。
何
よ
り
も
感
動
す
る
こ
と
は
登
頂
し
た

こ
と
も
そ
う
で
あ
る
が
、
登
ろ
う
と
心
に
決
め
て
実
行
に
移

し
た
こ
と
で
あ
る
。
下
山
中
に
疲
労
が
極
に
達
し
死
に
か
け

た
と
い
う
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
（
８
８
４
８
米
）
が
英
国
登

山
隊
に
よ
っ
て
初
登
頂
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
三
年
で
今
か

ら
六
十
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
知
ら
せ
が
ロ
ン
ド
ン
に

達
し
た
の
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
戴
冠
式
前
夜
だ
っ
た
。
女
王

へ
の
最
高
の
贈
り
物
と
な
り
、
全
世
界
が
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
感

動
し
た
。
女
王
は
三
十
三
歳
の
ヒ
ラ
リ
ー
に
ナ
イ
ト
の
称
号

を
与
え
て
そ
の
快
挙
に
応
え
た
。
英
国
は
こ
れ
ま
で
に
人
類

未
踏
の
難
関
に
挑
み
何
度
も
失
敗
を
重
ね
、
マ
ロ
リ
ー
な
ど

多
く
の
犠
牲
者
が
あ
っ
た
。

ヒ
ラ
リ
ー
と
シ
ェ
ル
パ
の
テ
ン
ジ
ン
は
五
月
二
十
九
日
の
朝
、

第
九
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
し
、
零
下
二
十
七
度
の
中
、
酸
素
補

給
の
助
け
を
借
り
て
、
五
時
間
後
に
東
南
稜
か
ら
頂
上
に

達
し
た
。
七
千
㏄
の
肺
活
量
を
持
つ
体
力
と
十
人
の
隊
員
、

四
十
人
の
シ
ェ
ル
パ
、
七
百
人
の
運
搬
者
の
協
力
あ
っ
て
の
こ

と
だ
っ
た
。
（
イ
タ
リ
ア
の
超
人
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
メ
ス
ナ
ー
は

一
九
八
〇
年
に
無
酸
素
・
単
独
初
登
頂
、
一
九
八
六
年
に

八
千
米
全
14
座
無
酸
素
登
頂
達
成
し
て
い
る
、
こ
れ
も
凄
い

こ
と
だ
）

ヒ
ラ
リ
ー
の
登
山
隊
長
ハ
ン
ト
は
「こ
う
い
う
事
に
心
が
高

揚
す
る
限
り
、
人
類
に
明
る
い
未
来
が
開
け
る
」
と
述
べ
た
。

今
の
価
値
観
・
倫
理
観
が
「
損
か
得
か
」
「
命
よ
り
尊
い
も

の
は
無
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
人
類
に
は
金
や
命
よ
り
も
尊

い
も
の
が
あ
り
、
我
々
も
年
齢
に
関
係
な
く
そ
れ
を
失
わ
な

い
よ
う
に
心
が
け
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

（
川
上
・
中
島
・
三
村
・
吉
岡
）

二
十
六
年
後
半
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
入
し
ま
し
ょ
う

●
秋
の
研
修
会

春
と
同
じ
「
選
句
方
式
」
で
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

・
期　
　
　
　

日	

十
月
七
日
（
火
）
／
十
月
十
五
日
（
水
）
／
十
月
二
十
二
日
（
水
）

・
時　
　
　
　

間	

い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
も
午
後
一
時
〜
五
時

・
場　
　
　
　

所	
神
奈
川
県
近
代
文
学
館　

二
階　

中
会
議
室

・
参

加

申

込	
本
会
報
に
同
封
し
た
詩
稿
用
紙
に
作
品
を
記
載
の
上
、
希
望
日
も
記
入
し
て
、

	
	

左
記
宛
郵
送
し
て
下
さ
い
。

・
詩
稿
提
出
先	

〒
二
一
六
―

〇
〇
三
三　

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎
六
―

五
―

九
二　

中
島
龍
一　

宛

・
提

出

締

切	

九
月
十
九
日
（
金
）
提
出
先
着

●
吟
行
会

六
〜
七
頁
記
事
を
ご
参
照
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

・
日　
　
　
　
　
　
　
　

時	

十
月
三
十
日
（
木
）
午
前
十
一
時
よ
り

・
集　

合　

場　

所	

真
鶴
半
島　

石
川
先
生
の
新
詩
碑
前

・
昼
食
お
よ
び
懇
親
会	

「
岩
忠
」
（
同
地
近
傍
）

・
柏　
　
　

梁　
　
　

体	

課
題
韻
字
に
よ
る
平
仄
不
問
の
七
言
一
句
。
任
意
提
出
で
す
が
、

	
	

懇
親
会
で
秀
句
を
選
出
し
ま
す
。

・
申

込

・
参

加

費	

同
封
振
込
用
紙
に
よ
る
振
込
を
以
っ
て
受
付
と
し
ま
す
。

	
	

参
加
費
五
〇
〇
〇
円
。

・
申　

込　

期　

限	

九
月
三
〇
日
（
木
）

●
佩
文
齋
詠
物
詩
選
七
絶
抄
発
行

輪
読
会
で
教
材
と
し
て
使
用
し
て
い
る
「
佩
文
齋
詠
物
詩
選
」
か
ら
、
七
絶
詩
を
抽
出
し
押
韻
毎
に
整
理

し
た
も
の
を
城
田
顧
問
が
作
成
し
、
希
望
者
に
頒
布
す
べ
く
、
編
集
・
発
行
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

頒
布
方
法
等
詳
細
は
、
次
号
十
七
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
サ
ー
ク
ル
交
流
会

期
日　

	

平
成
二
十
七
年
三
月
開
催
予
定
。
詳
細
は
次
号
十
七
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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